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NUISスクールアプリ開設しました
iPhone・iPad・Androidスマートフォン・タブレット向け
App StoreまたはGoogle Playストアから新潟国際情報大学で検索
アプリをダウンロードしてご利用ください。

NUIS公式フェイスブック
https://www.facebook.com/nuis.face

LINEの「友だち追加」から「ID検索」で登録
@nuis-line3111

はじめました。

「夏の魔法」 PHOTO：山崎 智洋
（情報文化学科3年／写真部）

編集部では読者から表紙を飾る写真を募集しています！ 投稿方法は nuischannel@nuis.ac.jp までお問い合わせください。

新潟国際情報大学 入試・広報課〒950-2292 新潟市西区みずき野3-1-1 TEL025-264-3777 FAX025-264-3780 E-mail nyushikouho@nuis.ac.jpお問い合せ先

●学部およびカリキュラム説明 
●入試情報説明
●入試問題の傾向と対策
●模擬講義

●語学体験（ロシア語・中国語・
　韓国語・英語） 
●コンピュータ実習
●海外留学相談コーナー

●個別入試・就職相談
●在学生との懇談 
●施設見学
●保護者向けプログラム

新潟国際情報大学 本校
7・8月 県内各地より無料送迎バス運行

会 場

高校生はじめどなたでもご参加できます！

O P E N  C A M P U S  2 0 1 4

オープンキャンパス

7/
㏂10：30～㏘3：30 ㏂10：30～㏘3：30 ㏂10：30～㏘2：00

1
回目20日 8/3日 9/7日

2
回目

3
回目

新潟市西区みずき野3-1-1
（JR越後赤塚駅下車 徒歩7分）

詳細はホームページをご覧ください。※時間が変更となる場合もありますので事前にご確認ください。

下記問い合わせ先、または右記QRコード
受付専用ページよりお申込みください。

参 加
お申込み

　

「
ア
ー
ト
は
社
会
に
必
要
な
の
か
。
必
要
だ
と

す
れ
ば
、な
ぜ
、誰
が
、ど
こ
で
、ど
の
よ
う
に
？
」

こ
の
よ
う
な
大
き
な
問
い
を
前
提
に
、
私
は
東
京

大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究
専

攻
（
中
南
米
小
地
域
）
博
士
課
程
に

て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
壁
画
文
化
と

そ
の
公
共
性
に
関
す
る
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
３
年
８
月
か
ら
は

１
年
間
の
予
定
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
の
チ
カ
ノ
研
究
所
で
調

査
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
研
究
の
魅
力
は
、
社
会
で
追
い
つ
め
ら
れ

た
人
々
が
、
路
上
の
壁
に
絵
を
描
く
こ
と
で
（
ま

た
は
観
る
こ
と
で
）
、
闘
争
の
手
段
を
得
て
、
社

会
と
の
接
点
と
自
己
の
尊
厳
を
取
り
戻
し
、
と
き

に
救
済
さ
れ
て
い
く
と
い
う
、
周
縁
か
ら
の
創
造

力
を
読
み
解
い
て
い
く
点
で
す
。
日
本
で
は
日
常

に
路
上
の
壁
画
を
観
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
日
々
壁
画
を
多
く
目
に
す
る
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
も
、
路
上
の
壁
画
に
意
味
を
見
い
だ
す

人
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
壁
画
の
価
値
を
巡
っ
て

情報文化学科　2005年度卒業　新津　厚子

は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

議
論
か
ら
は
多
様
な
公
共
性
の
論
理
、
習
慣
と
規

則
、
創
造
力
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
ら
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
私
の
研
究

で
す
。

　

私
は
昔
か
ら
周
縁
性
と
周
縁
か
ら
生
ま
れ
る
も

の
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ

う
な
視
点
を
温
か
く
育
て
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

新
潟
国
際
情
報
大
学
と
い
う
学
び
の
空
間
で
す
。

大
学
で
は
学
部
の
４
年
間
に
加
え
、
３
年
間
、
国

際
交
流
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
推
進
員
と
し
て
働

き
ま
し
た
。
先
日
も
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
一
時
帰

国
を
し
た
際
に
、
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
で
研
究
中

間
報
告
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は
恩
師
と
現
役
学
生
の
皆
さ
ま
か

ら
真
剣
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
考
え
抜
く
根
性
を
つ
け
る
」

「
よ
い
テ
キ
ス
ト
と
ち
ゃ
ん
と
向
き

合
う
」
今
回
は
こ
の
二
つ
が

特
に
私
の
財
産
と
な
り
ま
し

た
。

　

思
え
ば
修
士
課
程
か
ら
、

私
の
大
学
院
生
活
は
挫
折
、

失
敗
、
反
省
の
繰
り
返
し
で

す
が
、
こ
の
先
も
迷
っ
た
と

き
は
国
情
で
受
け
た
言
葉
と

育
て
た
初
心
に
戻
り
、
後
退

を
含
め
て
一
歩
一
歩
、
確
実

に
博
士
論
文
完
成
に
む
け
て

進
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ビ
バ
国
情
！

東
大
大
学
院
で
博
士
論
文
に
挑
戦

東
大
大
学
院
で
博
士
論
文
に
挑
戦

ロサンゼルスの壁画文化と
　　その公共性に関する研究
ロサンゼルスの壁画文化と
　　その公共性に関する研究

卒
業
生
の
便
り

　6月2日に新潟中央キャンパスへ
入居させていただきました。事業
内容は、スマートフォンアプリケ
ーション制作、Webサイト・コン
テンツ制作、運営、受託を主に行
っています。状況の変化に応じて
その時に必要なモノを提供してい
ければと考えていますので、何か

不便に感じる事やモノがあり
ましたら、ささいな事でも構
いませんので聞かせていただ
けると幸いです。
　私は今、実際に事業を起こ
し、ゼロから築く難しさを肌
で感じています。毎日、山積
みの試練でこの状況を打破す
るためにチーム一丸となって日々試行
錯誤を行っています。私自身の成長＝
プラスクリエイティブの成長です。そ
のために同業者とのつながりはもちろ

ん、それと同等に異業種とのつながり
も大切にし、携わる全ての方に信頼さ
れ慕われる人間を目指すとともに、今
まで以上に周りの人を大切にし、人格
向上に努めてまいります。
　将来的に学生さんをインターンシッ
プで受け入れることも視野に入れ、新
潟を支える基盤になれるよう精進して
まいります。母校である新潟国際情報
大学、そして新潟に恩返しができれば
と考えていますので、よろしくご指導
ご鞭撻のほどお願いいたします。

プ
ラ
ス
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ 

代
表・諸
橋
弘
幸 

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
業
）

本
学
20
周
年
記
念
事
業
「
起
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」第
１
号 

ゼロから築く難しさ
山積みの試練を実感
ゼロから築く難しさ
山積みの試練を実感

母校と新潟に恩返しを母校と新潟に恩返しを

５カ国へ63人がチャレンジ５カ国へ63人がチャレンジ
海外留学の累計1000人に迫る海外留学の累計1000人に迫る

開講10年を迎えた連携講座「異文化塾」開講10年を迎えた連携講座「異文化塾」

6面国際交流インストラクターが大活躍国際交流インストラクターが大活躍

2・3面

5面「コワーキング・ラボ こくじょう」日曜もオープン「コワーキング・ラボ こくじょう」日曜もオープン

2・3面
派遣留学・
　夏期セミナー壮行会
　　本気で語学を磨く
　　　　意気込み披露

6面
新企画「ズームアップ研究室」

7面
18人に表彰奨学金を贈る
スポーツ大会盛り上がる
陸上100㍍ 全国大会で準決勝
平成27年度入試日程概要一覧

8面
オープンキャンパス案内
卒業生の便り
「起業支援プロジェクト」第1号
　　ＩＴ関連事業スタート

4・5面
交換留学で光云大学（韓国）に
デンマークから教員海外研修便り
教員の活動

湧源・編集後記に代えて

Vol.63

学 報

国際 情報
［本校］〒950-2292 新潟市西区みずき野3-1-1

tel. 025-239-3111  fax. 025-239-3690
［新潟中央キャンパス］〒951-8068 新潟市中央区上大川前通7-1169

tel. 025-227-7111  fax. 025-227-7117
http://www.nuis.ac.jp somu@nuis.ac.jp 平成26年 7月18日 発行
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友達たくさん／異文化に触れ／視野を広げ 成長して帰国するぞ！

海
外
留
学・夏
期
セ
ミ
ナ
ー
参
加
学
生
の
累
計

  18 13  7  13     4 55
  13 7  7  14     12 53

210 123  93  209 182 817

  285 150  127  253 182 997

平成23年度
平成24年度

中国 韓国ロシアアメリカ カナダ 計
  29平成  7年度 14  7  13 63
  15平成  8年度 1320  17 65
  31平成  9年度 31

平成 10年度   7  14 21

  75以上 海外研修計 2734  44 180人

  30平成12年度   20 50
  15平成13年度 12  6  17   14 64
  17平成14年度   9  3  13   17 59

〈中止〉平成15年度   4  1  11     6 22
  31平成16年度   7  2  13     8 61
  18平成17年度 13  5  12   22 70
    9平成18年度   5  0    7     3 24
  16平成19年度 1012  25     9 72
    9   7  9  12   13 50平成20年度
    6   411  13   12 46平成21年度

  10
  8

10
11

  5
18

  27
  16

    23
10

75
63

平成25年度
平成26年度

  10 11  7  16     9 53平成22年度

計

合　　　計

国名／留学大学

参加学生数合計 63人
11人

16人

10人
カナダ
　アルバータ大学生涯教育学部

アメリカ
　ノースウエスト・ミズーリ州立大学 
　教養学部

韓国
　慶熙大学校国際教育院

情報システム学科
2・3年次

情報文化学科
2年次

情報文化学科
2年次

平成26年8月6日～
 9月7日

平成26年8月20日～
 12月13日

平成26年8月31日～
 12月27日

18人
ロシア
　ウラジオストク国立経済大学

情報文化学科
2年次

平成26年8月27日～
 12月23日

8人
中国
　北京師範大学

情報文化学科
2年次

平成26年8月30日～
 平成27年1月12日

留学期間 参加人数平
成
26
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表（
出
発
順
） 大

切
に
、
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し

て
き
た
い
。
帰
国
し
て
か
ら
後
悔

の
な
い
よ
う
、
全
力
で
挑
戦
し
た

い
。

佐
藤
　
楓　

自
分
が
自
分
自
身
で

分
か
る
く
ら
い
に
成
長
し
て
戻
っ

て
き
た
い
。楽
し
み
で
も
あ
り
、不

安
で
も
あ
り
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
頑
張
り
た
い
。

川
田
翔
子　

支
え
て
く
だ
さ
る
周

り
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず

に
、
貴
重
な
４
カ
月
を
最
大
限
吸

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
井
勇
希　

新
し
い
環
境
で
不
安

に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
受
け
身
に
な
ら
ず
、
自
ら
行

動
し
て
い
き
た
い
。

赤
松
大
輝　

ロ
シ
ア
語
と
異
文
化

交
流
を
学
び
、
今
後
の
人
生
に
生

か
し
た
い
。
現
地
で
し
か
で
き
な

い
こ
と
を
し
た
い
。

上
條
真
季　

現
地
の
方
と
た
く
さ

ん
会
話
を
し
て
、
積
極
的
に
学
ん

で
き
た
い
。
一
日
一
日
を
無
駄
に

せ
ず
、
た
く
さ
ん
学
び
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
悔
い
な
く
過
ご
し

た
い
。

い
。
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
力
が
弱
い

の
で
、
上
達
さ
せ
て
帰
っ
て
き
た

い
。

西
海
土
慎
也　

宗
教
や
多
民
族
国

家
、食
文
化
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
こ
と

か
ら
見
え
る
世
界
を
通
じ
て
、
国

際
感
覚
を
養
い
た
い
。

長
谷
川
　
遥　

自
ら
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
友

達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
一
日
一

日
を
大
切
に
。

清
水
遥
希　

積
極
的
に
授
業
に
参

加
し
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
コ

 

ア
メ
リ
カ（
情
報
文
化
学
科
２
年
）

髙
橋
健
太　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
向
上
。
現
地
で
友
達
１
０

０
人
！

志
賀
響
一
郎　

人
生
を
変
え
る
つ

も
り
で
本
気
で
取
り
組
み
ま
す
！

小
野
沢
航
太　

親
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

大
島
千
歳　

苦
労
す
る
経
験
を
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
の
で
、

メ
ン
タ
ル
面
で
も
成
長
し
て
き
た

い
。

小
林
柚
子
葉　

語
学
を
学
び
に
行

く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
や
習
慣

な
ど
も
肌
で
感
じ
て
き
た
い
！

田
代
優
衣　

た
く
さ
ん
友
達
を
つ

く
り
、
常
に
英
語
で
話
し
、
授
業

で
は
く
ら
い
つ
い
て
一
生
懸
命
つ

い
て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
で
し
か
で

き
な
い
こ
と
、
日
本
で
は
で
き
な

い
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
し
た

い
。

川
田
浩
子　

必
ず
素
晴
ら
し
い
経

験
に
な
る
留
学
に
し
ま
す
！

浅
間
一
元　

ア
メ
リ
カ
文
化
を
楽

し
ん
で
き
ま
す
！

野
﨑
美
希　

現
地
の
人
々
と
た
く

さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
た

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、楽

し
い
留
学
に
し
た
い
。

柄
澤
亜
美　

い
ろ
い
ろ
な
人
と
交

流
す
る
ぞ
！

 

ロ
シ
ア（
情
報
文
化
学
科
２
年
）

本
間
久
美
子　

悔
い
の
な
い
４
カ

月
に
し
た
い
。
事
前
研
修
も
頑
張

り
ま
す
。

田
部
美
加
子　

貴
重
な
機
会
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
、
一
日
一
日
を

 

中
国（
情
報
文
化
学
科
２
年
）

本
間
祐
樹　

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で

伝
え
ら
れ
て
い
る
中
国
と
私
の
目

で
見
る
中
国
を
比
べ
、
ど
ち
ら
が

本
当
の
中
国
か
知
り
た
い
。

山
田
一
樹　

中
国
語
を
マ
ス
タ
ー

す
る
！
中
華
料
理
を
食
べ
ま
く

る
！
友
人
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
！

渡
辺
郁
実　

本
場
の
中
で
生
活
す

る
こ
と
で
、
生
き
た
言
葉
を
話
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
。

川
上
美
香　

数
十
万
円
を
親
か
ら

出
し
て
も
ら
い
、
４
カ
月
と
い
う

長
期
間
を
過
ご
す
か
ら
に
は
、
し

っ
か
り
中
国
語
を
覚
え
て
話
せ
る

よ
う
に
な
り
た
い
。

坂
井
未
来　

中
国
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ

に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
！

吉
村
洋
輝　

こ
の
一
回
の
留
学
の

チ
ャ
ン
ス
を
大
き
く
生
か
し
、
中

国
語
が
日
常
的
に
話
せ
る
こ
と
で

自
分
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス
に

し
た
い
。

加
藤
龍
太　

会
話
の
向
上
と
中
国

の
文
化
・
歴
史
に
対
し
て
理
解
を

深
め
、本
学
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、

国
際
性
あ
ふ
れ
る
人
間
に
な
り
た

い
。

 

韓
国（
情
報
文
化
学
科
２
年
）

佐
藤
帆
乃
佳　

た
く
さ
ん
の
こ
と

を
自
分
の
肌
で
感
じ
て
、
た
く
さ

ん
学
ん
で
大
き
く
成
長
し
て
戻
っ

て
き
た
い
。

本
間
　
華　

自
分
の
言
い
た
い
こ

と
は
あ
る
程
度
ス
ラ
ス
ラ
言
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
標
。
友
達

を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た
い
。

本
間
志
穂　

生
の
韓
国
語
を
聞
く

こ
と
で
リ
ス
ニ
ン
グ
力
を
鍛
え
、

積
極
的
に
話
し
か
け
て
、
た
く
さ

ん
友
達
を
つ
く
り
た
い
。

宮
野
美
涼　

言
語
は
も
ち
ろ
ん
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
成
長
で
き
る
よ

う
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
、

吸
収
し
て
帰
っ
て
き
た
い
。

小
島
伊
蕗　

自
分
か
ら
積
極
的
に

話
し
か
け
、
休
み
の
日
に
は
い
ろ

い
ろ
な
所
へ
行
っ
て
、
文
化
や
歴

史
も
学
び
た
い
。

南
　
真
央　

た
く
さ
ん
の
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た

い
。
自
分
か
ら
積
極
的
に
話
せ
る

よ
う
に
な
り
、
日
々
の
生
活
の
中

で
自
然
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
れ
ば
い
い
な
。

高
橋
来
未　

楽
し
み
な
こ
と
、
や

り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
や
勉
強
に
つ
い
て

い
け
る
か
な
ど
不
安
も
た
く
さ

ん
。
不
安
を
全
て
自
信
に
変
え
て

帰
っ
て
き
ま
す
！

古
川
優
美　

一
日
一
日
を
大
切
に

た
く
さ
ん
吸
収
し
て
き
た
い
。
自

分
が
成
長
し
た
と
周
り
の
人
が
思

え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

鈴
木
千
尋　

積
極
的
に
成
長
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。
多
く
の

国
の
人
と
も
交
流
し
て
、
友
達
に

な
れ
る
よ
う
に
言
語
の
勉
強
や
文

化
を
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
。

大
桃
　
周　

な
る
べ
く
日
本
語
を

使
わ
な
い
。
毎
日
、
写
真
を
撮
っ

て
日
記
を
残
す
。
楽
し
み
な
が
ら

頑
張
り
た
い
。

竹
部
祐
太　

語
学
は
も
ち
ろ
ん
、

文
化
や
習
慣
を
学
ぶ
こ
と
で
、自

分
の
成
長
に
つ
な
げ
た
い
。

 

カ
ナ
ダ（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
）

矢
川
ゆ
き
の
（
３
年
） 

普
段
体
験

で
き
な
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
楽
し

み
、
勉
強
を
し
っ
か
り
と
し
、
日

本
に
帰
っ
て
く
る
こ
ろ
に
は
、
前

と
は
違
う
考
え
方
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
。

足
立
雄
哉
（
３
年
） 

洋
楽
を
聞
い

た
時
に
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
聞

き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

真
剣
に
取
り
組
み
た
い
。

本
間
公
朗
（
２
年
） 

短
い
期
間
の

留
学
な
の
で
、
一
日
一
日
を
無
駄

に
し
な
い
よ
う
過
ご
し
た
い
。

小
林
美
樹
（
２
年
） 

何
か
は
明
確

で
は
な
い
け
れ
ど
、
成
長
し
て
何

か
を
得
て
帰
国
し
た
い
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
は
初
め
て
だ
け
ど
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

た
い
。

日
高
菜
摘
（
２
年
） 

英
語
し
か
話

さ
な
い
と
い
う
く
ら
い
の
気
持
ち

で
乗
り
込
ん
で
い
き
ま
す
！
食

事
、
風
習
な
ど
全
て
楽
し
ん
で
き

ま
す
。

北
山
友
侑
（
２
年
） 

１
カ
月
し
か

な
い
の
で
、
一
日
一
日
を
実
り
多

き
日
に
し
た
い
。

大
柴
千
尋
（
２
年
） 
英
語
を
も
の

に
し
て
帰
っ
て
き
た
い
で
す
！

吉
田
早
希
（
２
年
） 

初
め
て
の
海

外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
な
か

な
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思

う
の
で
、
自
分
の
成
長
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
き
た

い
。

近
藤
一
輝
（
２
年
） 

異
文
化
に
積

極
的
に
触
れ
、
自
分
の
視
野
を
広

げ
て
い
き
た
い
。

アメリカアメリカ

ロシアロシア

韓国韓国

カナダカナダ

中国中国

カナダ アルバータ州立大学夏期セミナー 韓国 慶熙大学校　　
キョンヒキョンヒ

派遣留学 中国 北京師範大学派遣留学 ロシア ウラジオストク国立経済大学派遣留学 アメリカ ノースウエスト・ミズーリ州立大学派遣留学

友達たくさん／異文化に触れ／視野を広げ 成長して帰国するぞ！

山
崎
佳
那
子　

積
極
的
に
多
く
の

人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
日
本
に

い
る
だ
け
で
は
成
し
得
な
い
よ
う

な
成
長
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
！

大
竹
麻
耶　

一
回
り
も
二
回
り
も

成
長
し
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
語
学
は
も
ち
ろ
ん
多

方
面
で
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
理
解

し
、
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
帰
っ

て
き
た
い
。

堅
田
さ
く
ら　

語
学
力
の
向
上

と
、
異
文
化
に
触
れ
、
自
分
の
中

の
世
界
を
広
げ
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
全
力
で
楽
し
み
た

い
！

廣
川
陽
平　

学
業
面
の
知
識
だ
け

で
な
く
、
そ
の
国
の
人
々
の
多
く

の
面
を
見
て
「
異
文
化
」
を
理
解

し
た
い
。
仲
間
と
助
け
合
い
学
び

合
い
、
人
間
的
な
部
分
を
大
き
く

向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
。

荒
木
彩
夏　

た
く
さ
ん
の
人
と
話

し
て
自
分
の
視
野
を
広
げ
た
い
。

文
化
の
違
い
を
肌
で
感
じ
て
、一

日
一
日
を
充
実
し
た
も
の
に
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

青
木
弘
文　

留
学
す
る
ま
で
の

間
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
塚
孝
亮　

文
化
も
よ
く
知
り
た

い
が
、
現
地
の
人
た
ち
と
仲
良
く

な
っ
て
帰
っ
て
き
た
い
。

木
下
内
雅
斗　

た
く
さ
ん
学
ん

で
、
た
く
さ
ん
文
化
に
触
れ
る
！

石
田
貴
大　

帰
っ
て
く
る
ま
で
に

は
、
ロ
シ
ア
人
や
大
学
で
の
外
国

人
の
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た

い
。

三
浦
詩
織　

現
地
の
生
活
に
触
れ

な
が
ら
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
話
せ
る

期
間
を
大
切
に
、
一
日
一
日
頑
張

り
ま
す
！
目
指
す
は
ロ
シ
ア
語
ペ

ラ
ペ
ラ
！

壮
行
パ
ー
テ
ィ
ー
で
意
気
込
み
を
披
露

　

派
遣
留
学
（
情
報
文
化
学
科
）
と
海
外
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
（
情
報

シ
ス
テ
ム
学
科
）
の
壮
行
パ
ー
テ
ィ
ー
が
６
月
18
日
、
本
校
み
ず

き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
参
加
学
生

が
意
気
込
み
を
披
露
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
ア
メ
リ
カ
16
人
、
ロ

シ
ア
18
人
、
中
国
8
人
、
韓
国
11
人
、
そ
し
て
カ
ナ
ダ
10
人
の
合

計
63
人
が
１
〜
４
カ
月
余
の
海
外
生
活
を
体
験
し
て
き
ま
す
。

　

壮
行
会
で
は
ま
ず
留
学
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ
れ
、
平
山
征
夫

学
長
が
奨
学
金
証
書
を
贈
り
な
が
ら
全
員
を
激
励
。
各
コ
ー
ス
の

代
表
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
本
場
の
語
学
を
学
ぶ
決
意
や
、
夢
を

か
な
え
て
く
れ
た
家
族
な
ど
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

出
発
前
に
一
堂
に
会
し
た
学
生
と
関
係
教
職
員
が
和
や
か
に
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
、
期
待
と
不
安
な
ど
を
率
直
に
語
り
合
い
、
全
員
の

無
事
帰
国
を
誓
い
ま
し
た
。

　

参
加
学
生
た
ち
の
意
気
込
み
を
紹
介
し
ま
す
。

本
気
で
語
学
留
学 

５
か
国
へ
63
人
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友達たくさん／異文化に触れ／視野を広げ 成長して帰国するぞ！

海
外
留
学・夏
期
セ
ミ
ナ
ー
参
加
学
生
の
累
計

  18 13  7  13     4 55
  13 7  7  14     12 53

210 123  93  209 182 817

  285 150  127  253 182 997

平成23年度
平成24年度

中国 韓国ロシアアメリカ カナダ 計
  29平成  7年度 14  7  13 63
  15平成  8年度 1320  17 65
  31平成  9年度 31

平成 10年度   7  14 21

  75以上 海外研修計 2734  44 180人

  30平成12年度   20 50
  15平成13年度 12  6  17   14 64
  17平成14年度   9  3  13   17 59

〈中止〉平成15年度   4  1  11     6 22
  31平成16年度   7  2  13     8 61
  18平成17年度 13  5  12   22 70
    9平成18年度   5  0    7     3 24
  16平成19年度 1012  25     9 72
    9   7  9  12   13 50平成20年度
    6   411  13   12 46平成21年度

  10
  8

10
11

  5
18

  27
  16

    23
10

75
63

平成25年度
平成26年度

  10 11  7  16     9 53平成22年度

計

合　　　計

国名／留学大学

参加学生数合計 63人
11人

16人

10人
カナダ
　アルバータ大学生涯教育学部

アメリカ
　ノースウエスト・ミズーリ州立大学 
　教養学部

韓国
　慶熙大学校国際教育院

情報システム学科
2・3年次

情報文化学科
2年次

情報文化学科
2年次

平成26年8月6日～
 9月7日

平成26年8月20日～
 12月13日

平成26年8月31日～
 12月27日

18人
ロシア
　ウラジオストク国立経済大学

情報文化学科
2年次

平成26年8月27日～
 12月23日

8人
中国
　北京師範大学

情報文化学科
2年次

平成26年8月30日～
 平成27年1月12日

留学期間 参加人数平
成
26
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表（
出
発
順
） 大

切
に
、
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し

て
き
た
い
。
帰
国
し
て
か
ら
後
悔

の
な
い
よ
う
、
全
力
で
挑
戦
し
た

い
。

佐
藤
　
楓　

自
分
が
自
分
自
身
で

分
か
る
く
ら
い
に
成
長
し
て
戻
っ

て
き
た
い
。楽
し
み
で
も
あ
り
、不

安
で
も
あ
り
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
頑
張
り
た
い
。

川
田
翔
子　

支
え
て
く
だ
さ
る
周

り
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず

に
、
貴
重
な
４
カ
月
を
最
大
限
吸

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
井
勇
希　

新
し
い
環
境
で
不
安

に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
受
け
身
に
な
ら
ず
、
自
ら
行

動
し
て
い
き
た
い
。

赤
松
大
輝　

ロ
シ
ア
語
と
異
文
化

交
流
を
学
び
、
今
後
の
人
生
に
生

か
し
た
い
。
現
地
で
し
か
で
き
な

い
こ
と
を
し
た
い
。

上
條
真
季　

現
地
の
方
と
た
く
さ

ん
会
話
を
し
て
、
積
極
的
に
学
ん

で
き
た
い
。
一
日
一
日
を
無
駄
に

せ
ず
、
た
く
さ
ん
学
び
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
悔
い
な
く
過
ご
し

た
い
。

い
。
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
力
が
弱
い

の
で
、
上
達
さ
せ
て
帰
っ
て
き
た

い
。

西
海
土
慎
也　

宗
教
や
多
民
族
国

家
、食
文
化
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
こ
と

か
ら
見
え
る
世
界
を
通
じ
て
、
国

際
感
覚
を
養
い
た
い
。

長
谷
川
　
遥　

自
ら
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
友

達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
一
日
一

日
を
大
切
に
。

清
水
遥
希　

積
極
的
に
授
業
に
参

加
し
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
コ

 

ア
メ
リ
カ（
情
報
文
化
学
科
２
年
）

髙
橋
健
太　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
向
上
。
現
地
で
友
達
１
０

０
人
！

志
賀
響
一
郎　

人
生
を
変
え
る
つ

も
り
で
本
気
で
取
り
組
み
ま
す
！

小
野
沢
航
太　

親
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

大
島
千
歳　

苦
労
す
る
経
験
を
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
の
で
、

メ
ン
タ
ル
面
で
も
成
長
し
て
き
た

い
。

小
林
柚
子
葉　

語
学
を
学
び
に
行

く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
や
習
慣

な
ど
も
肌
で
感
じ
て
き
た
い
！

田
代
優
衣　

た
く
さ
ん
友
達
を
つ

く
り
、
常
に
英
語
で
話
し
、
授
業

で
は
く
ら
い
つ
い
て
一
生
懸
命
つ

い
て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
で
し
か
で

き
な
い
こ
と
、
日
本
で
は
で
き
な

い
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
し
た

い
。

川
田
浩
子　

必
ず
素
晴
ら
し
い
経

験
に
な
る
留
学
に
し
ま
す
！

浅
間
一
元　

ア
メ
リ
カ
文
化
を
楽

し
ん
で
き
ま
す
！

野
﨑
美
希　

現
地
の
人
々
と
た
く

さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
た

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、楽

し
い
留
学
に
し
た
い
。

柄
澤
亜
美　

い
ろ
い
ろ
な
人
と
交

流
す
る
ぞ
！

 

ロ
シ
ア（
情
報
文
化
学
科
２
年
）

本
間
久
美
子　

悔
い
の
な
い
４
カ

月
に
し
た
い
。
事
前
研
修
も
頑
張

り
ま
す
。

田
部
美
加
子　

貴
重
な
機
会
を
無

駄
に
し
な
い
よ
う
、
一
日
一
日
を

 

中
国（
情
報
文
化
学
科
２
年
）

本
間
祐
樹　

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で

伝
え
ら
れ
て
い
る
中
国
と
私
の
目

で
見
る
中
国
を
比
べ
、
ど
ち
ら
が

本
当
の
中
国
か
知
り
た
い
。

山
田
一
樹　

中
国
語
を
マ
ス
タ
ー

す
る
！
中
華
料
理
を
食
べ
ま
く

る
！
友
人
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
！

渡
辺
郁
実　

本
場
の
中
で
生
活
す

る
こ
と
で
、
生
き
た
言
葉
を
話
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
。

川
上
美
香　

数
十
万
円
を
親
か
ら

出
し
て
も
ら
い
、
４
カ
月
と
い
う

長
期
間
を
過
ご
す
か
ら
に
は
、
し

っ
か
り
中
国
語
を
覚
え
て
話
せ
る

よ
う
に
な
り
た
い
。

坂
井
未
来　

中
国
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ

に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
！

吉
村
洋
輝　

こ
の
一
回
の
留
学
の

チ
ャ
ン
ス
を
大
き
く
生
か
し
、
中

国
語
が
日
常
的
に
話
せ
る
こ
と
で

自
分
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス
に

し
た
い
。

加
藤
龍
太　

会
話
の
向
上
と
中
国

の
文
化
・
歴
史
に
対
し
て
理
解
を

深
め
、本
学
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、

国
際
性
あ
ふ
れ
る
人
間
に
な
り
た

い
。

 

韓
国（
情
報
文
化
学
科
２
年
）

佐
藤
帆
乃
佳　

た
く
さ
ん
の
こ
と

を
自
分
の
肌
で
感
じ
て
、
た
く
さ

ん
学
ん
で
大
き
く
成
長
し
て
戻
っ

て
き
た
い
。

本
間
　
華　

自
分
の
言
い
た
い
こ

と
は
あ
る
程
度
ス
ラ
ス
ラ
言
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
標
。
友
達

を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た
い
。

本
間
志
穂　

生
の
韓
国
語
を
聞
く

こ
と
で
リ
ス
ニ
ン
グ
力
を
鍛
え
、

積
極
的
に
話
し
か
け
て
、
た
く
さ

ん
友
達
を
つ
く
り
た
い
。

宮
野
美
涼　

言
語
は
も
ち
ろ
ん
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
成
長
で
き
る
よ

う
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
、

吸
収
し
て
帰
っ
て
き
た
い
。

小
島
伊
蕗　

自
分
か
ら
積
極
的
に

話
し
か
け
、
休
み
の
日
に
は
い
ろ

い
ろ
な
所
へ
行
っ
て
、
文
化
や
歴

史
も
学
び
た
い
。

南
　
真
央　

た
く
さ
ん
の
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た

い
。
自
分
か
ら
積
極
的
に
話
せ
る

よ
う
に
な
り
、
日
々
の
生
活
の
中

で
自
然
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
れ
ば
い
い
な
。

高
橋
来
未　

楽
し
み
な
こ
と
、
や

り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
や
勉
強
に
つ
い
て

い
け
る
か
な
ど
不
安
も
た
く
さ

ん
。
不
安
を
全
て
自
信
に
変
え
て

帰
っ
て
き
ま
す
！

古
川
優
美　

一
日
一
日
を
大
切
に

た
く
さ
ん
吸
収
し
て
き
た
い
。
自

分
が
成
長
し
た
と
周
り
の
人
が
思

え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

鈴
木
千
尋　

積
極
的
に
成
長
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。
多
く
の

国
の
人
と
も
交
流
し
て
、
友
達
に

な
れ
る
よ
う
に
言
語
の
勉
強
や
文

化
を
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
。

大
桃
　
周　

な
る
べ
く
日
本
語
を

使
わ
な
い
。
毎
日
、
写
真
を
撮
っ

て
日
記
を
残
す
。
楽
し
み
な
が
ら

頑
張
り
た
い
。

竹
部
祐
太　

語
学
は
も
ち
ろ
ん
、

文
化
や
習
慣
を
学
ぶ
こ
と
で
、自

分
の
成
長
に
つ
な
げ
た
い
。

 

カ
ナ
ダ（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
）

矢
川
ゆ
き
の
（
３
年
） 

普
段
体
験

で
き
な
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
楽
し

み
、
勉
強
を
し
っ
か
り
と
し
、
日

本
に
帰
っ
て
く
る
こ
ろ
に
は
、
前

と
は
違
う
考
え
方
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
。

足
立
雄
哉
（
３
年
） 

洋
楽
を
聞
い

た
時
に
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
聞

き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

真
剣
に
取
り
組
み
た
い
。

本
間
公
朗
（
２
年
） 

短
い
期
間
の

留
学
な
の
で
、
一
日
一
日
を
無
駄

に
し
な
い
よ
う
過
ご
し
た
い
。

小
林
美
樹
（
２
年
） 

何
か
は
明
確

で
は
な
い
け
れ
ど
、
成
長
し
て
何

か
を
得
て
帰
国
し
た
い
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
は
初
め
て
だ
け
ど
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

た
い
。

日
高
菜
摘
（
２
年
） 

英
語
し
か
話

さ
な
い
と
い
う
く
ら
い
の
気
持
ち

で
乗
り
込
ん
で
い
き
ま
す
！
食

事
、
風
習
な
ど
全
て
楽
し
ん
で
き

ま
す
。

北
山
友
侑
（
２
年
） 

１
カ
月
し
か

な
い
の
で
、
一
日
一
日
を
実
り
多

き
日
に
し
た
い
。

大
柴
千
尋
（
２
年
） 

英
語
を
も
の

に
し
て
帰
っ
て
き
た
い
で
す
！

吉
田
早
希
（
２
年
） 

初
め
て
の
海

外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
な
か

な
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思

う
の
で
、
自
分
の
成
長
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
き
た

い
。

近
藤
一
輝
（
２
年
） 

異
文
化
に
積

極
的
に
触
れ
、
自
分
の
視
野
を
広

げ
て
い
き
た
い
。

アメリカアメリカ

ロシアロシア

韓国韓国

カナダカナダ

中国中国

カナダ アルバータ州立大学夏期セミナー 韓国 慶熙大学校　　
キョンヒキョンヒ

派遣留学 中国 北京師範大学派遣留学 ロシア ウラジオストク国立経済大学派遣留学 アメリカ ノースウエスト・ミズーリ州立大学派遣留学

友達たくさん／異文化に触れ／視野を広げ 成長して帰国するぞ！

山
崎
佳
那
子　

積
極
的
に
多
く
の

人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
日
本
に

い
る
だ
け
で
は
成
し
得
な
い
よ
う

な
成
長
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
！

大
竹
麻
耶　

一
回
り
も
二
回
り
も

成
長
し
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
語
学
は
も
ち
ろ
ん
多

方
面
で
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
理
解

し
、
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
帰
っ

て
き
た
い
。

堅
田
さ
く
ら　

語
学
力
の
向
上

と
、
異
文
化
に
触
れ
、
自
分
の
中

の
世
界
を
広
げ
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
全
力
で
楽
し
み
た

い
！

廣
川
陽
平　

学
業
面
の
知
識
だ
け

で
な
く
、
そ
の
国
の
人
々
の
多
く

の
面
を
見
て
「
異
文
化
」
を
理
解

し
た
い
。
仲
間
と
助
け
合
い
学
び

合
い
、
人
間
的
な
部
分
を
大
き
く

向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
。

荒
木
彩
夏　

た
く
さ
ん
の
人
と
話

し
て
自
分
の
視
野
を
広
げ
た
い
。

文
化
の
違
い
を
肌
で
感
じ
て
、一

日
一
日
を
充
実
し
た
も
の
に
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

青
木
弘
文　

留
学
す
る
ま
で
の

間
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
塚
孝
亮　

文
化
も
よ
く
知
り
た

い
が
、
現
地
の
人
た
ち
と
仲
良
く

な
っ
て
帰
っ
て
き
た
い
。

木
下
内
雅
斗　

た
く
さ
ん
学
ん

で
、
た
く
さ
ん
文
化
に
触
れ
る
！

石
田
貴
大　

帰
っ
て
く
る
ま
で
に

は
、
ロ
シ
ア
人
や
大
学
で
の
外
国

人
の
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た

い
。

三
浦
詩
織　

現
地
の
生
活
に
触
れ

な
が
ら
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
話
せ
る

期
間
を
大
切
に
、
一
日
一
日
頑
張

り
ま
す
！
目
指
す
は
ロ
シ
ア
語
ペ

ラ
ペ
ラ
！

壮
行
パ
ー
テ
ィ
ー
で
意
気
込
み
を
披
露

　

派
遣
留
学
（
情
報
文
化
学
科
）
と
海
外
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
（
情
報

シ
ス
テ
ム
学
科
）
の
壮
行
パ
ー
テ
ィ
ー
が
６
月
18
日
、
本
校
み
ず

き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
参
加
学
生

が
意
気
込
み
を
披
露
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
ア
メ
リ
カ
16
人
、
ロ

シ
ア
18
人
、
中
国
8
人
、
韓
国
11
人
、
そ
し
て
カ
ナ
ダ
10
人
の
合

計
63
人
が
１
〜
４
カ
月
余
の
海
外
生
活
を
体
験
し
て
き
ま
す
。

　

壮
行
会
で
は
ま
ず
留
学
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ
れ
、
平
山
征
夫

学
長
が
奨
学
金
証
書
を
贈
り
な
が
ら
全
員
を
激
励
。
各
コ
ー
ス
の

代
表
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
本
場
の
語
学
を
学
ぶ
決
意
や
、
夢
を

か
な
え
て
く
れ
た
家
族
な
ど
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

出
発
前
に
一
堂
に
会
し
た
学
生
と
関
係
教
職
員
が
和
や
か
に
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
、
期
待
と
不
安
な
ど
を
率
直
に
語
り
合
い
、
全
員
の

無
事
帰
国
を
誓
い
ま
し
た
。

　

参
加
学
生
た
ち
の
意
気
込
み
を
紹
介
し
ま
す
。

本
気
で
語
学
留
学 

５
か
国
へ
63
人
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不
安
を
乗
り
越
え
て
楽
し
く
授
業

 １）研究論文・図書
神長　英輔（国際学部 国際文化学科・准教授）
・（2014年）「コンブの旅とコンブ革命―ロシア極東、日本列島、中華世界」『変容する華南と
華人ネットワークの現在』風響社（113-141頁）

上西園　武良（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年）「段差付キーによる誤タイピング低減」『人間工学』50巻3号（126-132頁）
小林　元裕（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年）『中国・朝鮮族と回族の過去と現在』創土社（48－80頁）
・（2014年）『週刊朝日百科　週刊新発見！日本の歴史（日中戦争　総力戦への道）』朝日新聞
出版（16－17頁）

佐々木　寛（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年）佐々木寛 他『平和を考えるための100冊＋α』法律文化社
・（2014年）佐々木寛 他『国際共生とは何か――平和で公正な世界へ』東信堂
・（2014年）「ポスト安倍政治を考える――「政治」を救い出すために」『月刊 社会民主』7月号
（7－10頁）

白井　健二（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年）“Nonlinear characteristics of the Rate of Return in the Production Process,” 
International Journal of Innovative Computing, Information and Control, 10(2), 601-616

・（2014年）“Self-Similarity of Fluctuations for Throughput Deviations within a Production 
Process,” International Journal of Innovative Computing, Information and Control, 10(3), 
1001-1016

・（2014年）“Evaluation of Production Process Using Multimode Vibration Theory,” International 
Journal of Innovative Computing, Information and Control, 10(3), 1161-1179

 ２）学会・研究会・講演等
内田　亨（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年5月16日）「感情労働者の有効活躍モデルの構築」経営科学研究奨励金報告会（一般社
団法人日本経営協会）
區　建英（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年6月27日）「丸山と中国の近代的思考の模索――私の世代の体験を中心に――」（『生
誕100周年シンポジウム　現代世界の中で丸山真男をどう読むか』、東京女子大学）
越智　敏夫（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年5月17日）「私たちの今を見つめなおす：平和、人権、男女平等などをめぐって」新潟
女性会議定期総会記念講演会（万代市民会館）
佐々木　寛（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年3月2日）「平和研究と国際政治学の間――高柳先男」文部科学省科学研究費基盤（C）
「国際関係論における内発性・土着性・自立性の基礎的研究」（京都女子大学）

・（2014年5月18日）「安全保障と原子力発電――グローバル・リスク社会の文脈から」エントロ
ピー学会（ときめいと）

・（2014年1月6日～2月10日）「新たな「核の時代」を生きるために」にいがた市民大学後期講座
（クロスパルにいがた）

・（2014年1月15日～3月12日）「戦争映画から考える＜愛＞――現代人の憂鬱と希望」新潟国際
情報大学エクステンションセンター・オープンカレッジ（新潟中央キャンパス）

・（2014年1月21日）「＜人権＞のゆくえ」アムネスティインターナショナル日本・新潟グループ
（クロスパルにいがた）

・（2014年2月8日）「『新しい社会』の条件」社民党県連・県平和運動センター（新潟会館）
・（2014年3月17日）「文化・津波・国際政治」（インドネシアアチェ州・アルムスリム大学）
・（2014年4月19日）「『戦争をさせない1000人委員会にいがた』発足式講演」戦争をさせない
1000人委員会にいがた（勤労福祉会館）

・（2014年4月19日）「これからの国際理解教育」にいがたNGOネットワーク（クロスパルにいが
た）

教員の活動（本人申告による）
・（2014年3月18日）新潟市西川図書館協議会出席（新潟市）
・（2014年4月1日より継続）一般財団法人自治体衛星通信機構理事
近藤　進（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年2月1日～2014年2月2日）青少年のための科学の祭典「光受信機を作ってリモコンの光
を聞いてみよう」（アオーレ長岡）

・（2014年2月24日）ネットキャラバンと光通信を学ぶ教室（信越情報通信懇談会・総務省信越総
合通信局・新潟国際情報大学主催）（南魚沼市立五十沢中学校）
佐々木　寛（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年1月）日本平和学会第21期 会長就任
・（2014年3月29日）「座談会　混迷の北東アジア　上」（『新潟日報』）
・（2014年4月5日）「座談会　混迷の北東アジア　下」（『新潟日報』）
・（2014年3月21日）「新しい社会・プロジェクト」主催「福島みずほさんと一緒に『新しい社
会』について語ろう」パネリスト（新潟県高校会館）

・（2014年6月14日）日本国際ボランティアセンター（JVC）主催・対談「JVC流『積極的平和主
義』を考えよう」（東京ウィメンズプラザ）

・（2014年6月29日）「集団的自衛権ぜったい反対！6・29集会」コーディネーター（クロスパル
にいがた）

・（2014年2月23日）新潟平和研究センター（CPSN）主催・非暴力トレーニング実施（クロスパ
ルにいがた）

・（2014年3月23日）日本国際ボランティアセンター（JVC）主催・非暴力トレーニング実施（東
京 天光院）

・（2014年6月1日～6月2日）「宗像国際環境100人会議」に招聘（福岡県宗像市）
近山 　英輔（情報文化学部 情報システム学科・准教授）
・（2013年より継続）（独）理化学研究所環境代謝分析研究チーム、画像情報処理研究チーム客
員研究員

・（2014年4月～）新潟大学超域学術院「パーソナルゲノム医学」学外構成員

・（2014年4月20日）「憲法97条に寄せて」新潟県音楽九条の会（新潟市東区プラザホール）
・（2014年4月22日）「大学に行こう！――人生を真剣に考える人へ」（新潟県立新潟西高等学
校）

・（2014年5月10日）「なぜ大学に行く必要があるのか――不確実性の時代と生きる力」（新潟県
立新潟西高等学校）

・（2014年5月8日）「平和学から見た坂口安吾　①」「安吾の会」（クロスパルにいがた）
・（2014年6月3日）「平和学から見た坂口安吾　②」「安吾の会」（クロスパルにいがた）
プラーソル・アレクサンドル（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年3月27日）「日本文化における『型』」North-East Federal University （ロシア・ヤク
ツク市）

・（2014年3月28日）「ロシアの政権と文化」ヤクツク文化・教育省（ロシア・ヤクツク市）

 ３）競争的資金獲得研究
内田　亨（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年4月～2017年3月）平成26年度科学研究費助成事業基盤研究（C）「新潟市民のソーシャ
ルネットワーク構造の決定」研究代表者

區　建英（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年4月～2017年3月）平成26年度科学研究費助成事業基盤研究（B）「自由主義と自由の制
度化の多元性と相互作用：思想史の東西融合と学際的展開に向けて」研究分担者

小林　元裕（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年4月～2017年3月）平成26年度科学研究費助成事業基盤研究（C）「東京裁判における中
国の政治的役割に関する総合研究」研究代表者

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
小林　満男（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年2月28日）平成25年度第2回新潟市水道事業経営審議会出席（新潟市）

た
く
さ
ん
の
学
生
と
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
、
今
で
は
友
達
も
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
留
学
で
、
以
前
の
自
分

よ
り
は
少
し
自
信
が
つ
い
て
、
成

長
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
就

活
や
卒
論
な
ど

で
大
変
な
時
期

に
留
学
す
る
こ

と
に
は
少
し
抵

抗
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
す

ご
く
貴
重
な
体

験
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

っ
た
と
思
い
ま
す
。
交
換
留
学
な

の
で
、
語
学
の
勉
強
だ
け
で
な
く

文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
の
授
業
で

レ
ポ
ー
ト
や
発
表
が
あ
っ
て
、
つ

い
て
い
け
る
か
本
当
に
不
安
で
し

た
。
で
も
私
が
受
け
た
授
業
は
基

本
的
に
外
国
人
向
け
の
授
業
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
教
授
も
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
日

本
人
が
私
一
人
の
ク
ラ
ス
と
い
う

こ
と
で
気
に
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
く
授
業
を
受

　

今
回
留
学
す
る
こ
と
を
決
め
て

か
ら
、
行
き
た
い
気
持
ち
も
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
不
安
の
方

が
と
て
も
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
海
外
に
一
人
で
行
く
こ

と
も
怖
か
っ
た
で
す
し
、
全
て
に

お
い
て
初
め
て
の
経
験
ば
か
り
で

戸
惑
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
光
云
大
学
に
は
日
本
人

留
学
生
が
6
人
い
た
の
で
少
し
安

心
し
た
の
で
す
が
、
ク
ラ
ス
が
違

っ
た
た
め
、
日
本
人
は
私
一
人
に

な
り
、
中
国
人
な
ど
と
話
す
と
き

は
ど
う
し
て
も
韓
国
語
を
使
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
か
え
っ

て
語
学
を
学
ぶ
に
は
い
い
環
境
だ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
韓
国
の
学
生
と
接
す

る
機
会
が
少
な
く
、
韓
国
の
学
生

が
受
け
て
い
る
日
本
語
の
授
業
に

ま
じ
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
が
、そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
い
う
ま
で

も
な
く
（
笑
）
、
大
学
院
生

向
け
の
講
義
や
デ
ン
マ
ー
ク

語
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

講
義
は
、
教
員
と
学
生
の
質

疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
る

対
話
型
の
も
の
で
、
受
講
学

生
の
勉
学
意
識
、
参
加
意
識

の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
語
講
座
は
、

長
期
滞
在
登
録
外
国
人
向
け

に
無
料
開
講
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
入
門
コ
ー
ス
を
３
カ

月
受
講
し
ま
し
た
。
１
ク
ラ

ス
20
人
前
後
の
受
講
生
が
お

り
、
彼
ら
は
世
界
中
か
ら
や

っ
て
き
た
留
学
生
や
労
働
者

で
し
た
。
馴
染
み
の
な
い
言

語
を
学
び
、
多
く
の
国
々
の

若
者
た
ち
と
交
流
し
、
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
デ
ン
マ

ー
ク
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

Ｅ
Ｕ
内
の
大
学
や
企
業
と
も

共
同
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
彼
ら
の
研
究
成
果
の
利

活
用
例
の
一
つ
に
、
日
本
の

　

昨
年
９
月
か
ら
１
年
間
の

海
外
研
修
の
た
め
、
デ
ン
マ

ー
ク
王
国
第
２
の
都
市
オ
ー

フ
ス
に
あ
る
オ
ー
フ
ス
大
学

に
滞
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の

大
学
に
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

工
学
の
一
分
野
で
あ
る
形
式

仕
様
言
語
（
情
報
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
た
め
の
仕
様
書

＝
設
計
図
を
厳
密
に
記
述
す

る
言
語
）

や
、
そ
の

言
語
に
よ

る
仕
様
の

記
述
・
検

証
支
援
ツ

ー
ル
の
研

究
・
開
発

を
精
力
的

に
行
っ
て

い
る
グ
ル

フ
ェ
リ
カ
チ
ッ
プ
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
導
入
（
し
か

も
成
功
）
事
例
が
あ
り
、
国

際
学
会
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
グ
ル
ー
プ
に
、
幸
運
に
も

客
員
研
究
員
と
し
て
参
加
で

き
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
研
究

・
開
発
を
進
め
る
と
い
う
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

微
力
な
が
ら
ツ
ー
ル
の
機
能

拡
張
に
貢
献
で
き
、
単
な
る

「
お
客
さ
ん
」
で
終
わ
ら
ず

に
済
み
ま
し
た
。
帰
国
後
も

し
ば
ら
く
は
こ
の
グ
ル
ー
プ

の
一
員
と
し
て
研
究
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

研
修
期
間
中
は
、
研
究
活

動
だ
け
で
は
な
く
、
適
度
な

光
云
大
学（
韓
国
）で
交
換
留
学

形式仕様言語の研究・開発に貢献

デンマークのオーフス大学で客員研究員デンマークのオーフス大学で客員研究員
――情報文化学部 情報システム学科・准教授 石川　洋

情
報
文
化
学
科
４
年

　
田
村 

花
菜
絵

右が田村さん

教員
海外研修便り

　

新
潟
日
報
社
と
本
学
に

よ
る
一
般
市
民
を
対
象
と

し
た
連
携
講
座
「
異
文
化

塾
」
も
早
い
も
の
で
開
講

か
ら
10
年
を
迎
え
ま
し

た
。
今
期
の
テ
ー
マ
は
ア

メ
リ
カ
で
す
。
実
は
こ
れ

は
受
講
生
や
市
民
か
ら
の

要
望
が
多
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
諸
般
の
事
情

で
開
講
で
き
な
か
っ
た
も

の
で
し
た
。

　

東
西
冷
戦
の
終
焉
後
、

唯
一
の
超
大
国
と
な
っ
た

ア
メ
リ
カ
は
民
主
主
義
の

リ
ー
ダ
ー
を
自
任
す
る
一

方
で
、
世
界
覇
権
を
誇
示

す
る
帝
国
で
も
あ
り
ま

す
。
自
由
と
平
等
の
社
会

で
も
あ
り
、
人
種
差
別
が

依
然
と
し
て
強
固
な
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
複
雑
な
顔
を
見
せ

る
国
に
つ
い
て
の
講
座
を

企
画
す
る
に
当
た
っ
て
重

視
し
た
の
は
次
の
２
点
で

す
。
ま
ず
現
在
進
行
形
の

ア
メ
リ
カ
社
会
を
対
象
と

す
る
こ
と
。
人
種
、言
語
、

信
仰
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
の
文
化
的
背

景
の
多
様
性
を
も
と
に
社

会
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
実

験
は
今
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
そ
の
多
文

化
主
義
的
な
現
状
を
理
解

す
る
。

　

２
点
目
は
、
日
本
に
と

っ
て
の
ア
メ
リ
カ
の
意
味

を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
明
治
維
新
以
降
の
日

本
は
常
に
ア
メ
リ
カ
と
の

関
係
に
よ
っ
て
自
分
た
ち

の
国
の
形
を
決
め
て
き
た

と
い
っ
て
よ
い
。
ア
メ
リ

カ
に
つ
い
て
考
え
る
と
い

う
こ
と
は
日
本
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

す
で
に
終
了
し
た
初
回

は
前
衛
芸
術
家
の
篠
原
有

司
男
、
乃
り
子
夫
妻
に
話

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
っ
て
45

年
。
世
界
を
相
手
に
活
動

を
続
け
る
夫
妻
が
見
た
ア

メ
リ
カ
は
ど
の
よ
う
な
姿

だ
っ
た
の
か
。
お
二
人
の

日
常
を
記
録
し
た
本
年
度

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
ノ
ミ
ネ
ー

ト
作
品
「
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー

＆
ボ
ク
サ
ー
」
で
語
ら
れ

る
以
上
に
、
ラ
ジ
カ
ル
に

語
ら
れ
た
同
国
の
像
は
、

初
回
の
内
容
と
し
て
は
か

な
り
衝
撃
的
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
回
目
で
は
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
民
主
主
義
の
特

徴
に
つ
い
て
述
べ
な
が

ら
、
そ
れ
が
日
本
に
与
え

た
影
響
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
３
回
目
以

降
、移
民
社
会
、銃
規
制
と

テ
ー
マ
は
続
き
ま
す
が
、

最
終
回
で
は
ア
メ
リ
カ
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
り
ア

メ
リ
カ
学
会
会
長
で
も
あ

る
古
矢
旬
氏
に
、
宗
教
と

い
う
観
点
か
ら
全
体
を
総

括
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
講
義
後
に
設
け
ら
れ

る
討
論
の
時
間
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
受
講
生

の
皆
さ
ん
に
は
独
自
の
ア

メ
リ
カ
像
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
国
際
学
部

　
国
際
文
化
学
科

　
教
授
　
越
智 

敏
夫
）

要望の多かったテーマを実現
複雑な顔を持つ帝国の現状を理解

「
多
文
化
社
会
ア
メ
リ
カ
の
現
実
」

新
潟
日
報
社
と
本
学
の
連
携
講
座

衝撃的だった前衛芸術家・篠原夫妻の話

開
講
か
ら
10
年「
異
文
化
塾
」

各
テ
ー
マ
と
講
師・開
催
日

①「前衛の道―ニューヨークの45年」５月24日 篠原　有司男・篠原　乃り子（芸術家）

②「独立革命とデモクラシー」６月28日 越智　敏夫（新潟国際情報大学教授）

③「移民社会の文化的多様性」７月19日 グレゴリー・ハドリー（新潟国際情報大学教授）

④「銃社会と合衆国憲法」８月23日 山田　啓介（新潟日報社記者）

⑤「『国民社会』の発展と宗教問題」９月20日 古矢　旬（アメリカ学会会長）

石川先生は前列左

　

昨
年
11
月
に
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
・
ラ
ボ　

こ
く
じ
ょ
う
」
は
、

４
月
か
ら
日
曜
日
も
開
館
し
、
い
っ

そ
う
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
は
個

々
に
仕
事
を
持
つ
人
た
ち
が
、
同
じ

空
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
で
、
情
報
や
ア
イ
デ
ア
を
共

有
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

学
生
は
無
料
で
施
設
が
利
用
で
き

て
、
放
課
後
や
土
・
日
曜
日
に
は
社

会
人
に
交
じ
っ
て
勉
強
し
た
り
、
友

達
と
楽
し
そ
う
に
会
話
し
た
り
し
て

い
る
大
学
生
や
高
校
生
の
姿
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
「
イ
ル
カ
ナ
イ
ト
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
始
め
ま
し
た
。
ノ

ン
ジ
ャ
ン
ル
で
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
交
流
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
を
自
由
に
企
画
し
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
学
び
と
、
幅
広
い
年

代
や
国
籍
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
る

新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
。
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

４月から日曜もオープン！「コワーキング・ラボ　こくじょう」

大
学・高
校
生
は
無
料

「
イ
ル
カ
ナ
イ
ト
」で

　

 

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も

ク
ァ
ン
ウ
ン
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不
安
を
乗
り
越
え
て
楽
し
く
授
業

 １）研究論文・図書
神長　英輔（国際学部 国際文化学科・准教授）
・（2014年）「コンブの旅とコンブ革命―ロシア極東、日本列島、中華世界」『変容する華南と
華人ネットワークの現在』風響社（113-141頁）

上西園　武良（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年）「段差付キーによる誤タイピング低減」『人間工学』50巻3号（126-132頁）
小林　元裕（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年）『中国・朝鮮族と回族の過去と現在』創土社（48－80頁）
・（2014年）『週刊朝日百科　週刊新発見！日本の歴史（日中戦争　総力戦への道）』朝日新聞
出版（16－17頁）

佐々木　寛（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年）佐々木寛 他『平和を考えるための100冊＋α』法律文化社
・（2014年）佐々木寛 他『国際共生とは何か――平和で公正な世界へ』東信堂
・（2014年）「ポスト安倍政治を考える――「政治」を救い出すために」『月刊 社会民主』7月号
（7－10頁）

白井　健二（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年）“Nonlinear characteristics of the Rate of Return in the Production Process,” 
International Journal of Innovative Computing, Information and Control, 10(2), 601-616

・（2014年）“Self-Similarity of Fluctuations for Throughput Deviations within a Production 
Process,” International Journal of Innovative Computing, Information and Control, 10(3), 
1001-1016

・（2014年）“Evaluation of Production Process Using Multimode Vibration Theory,” International 
Journal of Innovative Computing, Information and Control, 10(3), 1161-1179

 ２）学会・研究会・講演等
内田　亨（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年5月16日）「感情労働者の有効活躍モデルの構築」経営科学研究奨励金報告会（一般社
団法人日本経営協会）
區　建英（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年6月27日）「丸山と中国の近代的思考の模索――私の世代の体験を中心に――」（『生
誕100周年シンポジウム　現代世界の中で丸山真男をどう読むか』、東京女子大学）
越智　敏夫（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年5月17日）「私たちの今を見つめなおす：平和、人権、男女平等などをめぐって」新潟
女性会議定期総会記念講演会（万代市民会館）
佐々木　寛（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年3月2日）「平和研究と国際政治学の間――高柳先男」文部科学省科学研究費基盤（C）
「国際関係論における内発性・土着性・自立性の基礎的研究」（京都女子大学）

・（2014年5月18日）「安全保障と原子力発電――グローバル・リスク社会の文脈から」エントロ
ピー学会（ときめいと）

・（2014年1月6日～2月10日）「新たな「核の時代」を生きるために」にいがた市民大学後期講座
（クロスパルにいがた）

・（2014年1月15日～3月12日）「戦争映画から考える＜愛＞――現代人の憂鬱と希望」新潟国際
情報大学エクステンションセンター・オープンカレッジ（新潟中央キャンパス）

・（2014年1月21日）「＜人権＞のゆくえ」アムネスティインターナショナル日本・新潟グループ
（クロスパルにいがた）

・（2014年2月8日）「『新しい社会』の条件」社民党県連・県平和運動センター（新潟会館）
・（2014年3月17日）「文化・津波・国際政治」（インドネシアアチェ州・アルムスリム大学）
・（2014年4月19日）「『戦争をさせない1000人委員会にいがた』発足式講演」戦争をさせない
1000人委員会にいがた（勤労福祉会館）

・（2014年4月19日）「これからの国際理解教育」にいがたNGOネットワーク（クロスパルにいが
た）

教員の活動（本人申告による）
・（2014年3月18日）新潟市西川図書館協議会出席（新潟市）
・（2014年4月1日より継続）一般財団法人自治体衛星通信機構理事
近藤　進（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年2月1日～2014年2月2日）青少年のための科学の祭典「光受信機を作ってリモコンの光
を聞いてみよう」（アオーレ長岡）

・（2014年2月24日）ネットキャラバンと光通信を学ぶ教室（信越情報通信懇談会・総務省信越総
合通信局・新潟国際情報大学主催）（南魚沼市立五十沢中学校）
佐々木　寛（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年1月）日本平和学会第21期 会長就任
・（2014年3月29日）「座談会　混迷の北東アジア　上」（『新潟日報』）
・（2014年4月5日）「座談会　混迷の北東アジア　下」（『新潟日報』）
・（2014年3月21日）「新しい社会・プロジェクト」主催「福島みずほさんと一緒に『新しい社
会』について語ろう」パネリスト（新潟県高校会館）

・（2014年6月14日）日本国際ボランティアセンター（JVC）主催・対談「JVC流『積極的平和主
義』を考えよう」（東京ウィメンズプラザ）

・（2014年6月29日）「集団的自衛権ぜったい反対！6・29集会」コーディネーター（クロスパル
にいがた）

・（2014年2月23日）新潟平和研究センター（CPSN）主催・非暴力トレーニング実施（クロスパ
ルにいがた）

・（2014年3月23日）日本国際ボランティアセンター（JVC）主催・非暴力トレーニング実施（東
京 天光院）

・（2014年6月1日～6月2日）「宗像国際環境100人会議」に招聘（福岡県宗像市）
近山 　英輔（情報文化学部 情報システム学科・准教授）
・（2013年より継続）（独）理化学研究所環境代謝分析研究チーム、画像情報処理研究チーム客
員研究員

・（2014年4月～）新潟大学超域学術院「パーソナルゲノム医学」学外構成員

・（2014年4月20日）「憲法97条に寄せて」新潟県音楽九条の会（新潟市東区プラザホール）
・（2014年4月22日）「大学に行こう！――人生を真剣に考える人へ」（新潟県立新潟西高等学
校）

・（2014年5月10日）「なぜ大学に行く必要があるのか――不確実性の時代と生きる力」（新潟県
立新潟西高等学校）

・（2014年5月8日）「平和学から見た坂口安吾　①」「安吾の会」（クロスパルにいがた）
・（2014年6月3日）「平和学から見た坂口安吾　②」「安吾の会」（クロスパルにいがた）
プラーソル・アレクサンドル（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年3月27日）「日本文化における『型』」North-East Federal University （ロシア・ヤク
ツク市）

・（2014年3月28日）「ロシアの政権と文化」ヤクツク文化・教育省（ロシア・ヤクツク市）

 ３）競争的資金獲得研究
内田　亨（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年4月～2017年3月）平成26年度科学研究費助成事業基盤研究（C）「新潟市民のソーシャ
ルネットワーク構造の決定」研究代表者

區　建英（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年4月～2017年3月）平成26年度科学研究費助成事業基盤研究（B）「自由主義と自由の制
度化の多元性と相互作用：思想史の東西融合と学際的展開に向けて」研究分担者

小林　元裕（国際学部 国際文化学科・教授）
・（2014年4月～2017年3月）平成26年度科学研究費助成事業基盤研究（C）「東京裁判における中
国の政治的役割に関する総合研究」研究代表者

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
小林　満男（情報文化学部 情報システム学科・教授）
・（2014年2月28日）平成25年度第2回新潟市水道事業経営審議会出席（新潟市）

た
く
さ
ん
の
学
生
と
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
、
今
で
は
友
達
も
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
留
学
で
、
以
前
の
自
分

よ
り
は
少
し
自
信
が
つ
い
て
、
成

長
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
就

活
や
卒
論
な
ど

で
大
変
な
時
期

に
留
学
す
る
こ

と
に
は
少
し
抵

抗
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
す

ご
く
貴
重
な
体

験
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

っ
た
と
思
い
ま
す
。
交
換
留
学
な

の
で
、
語
学
の
勉
強
だ
け
で
な
く

文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
の
授
業
で

レ
ポ
ー
ト
や
発
表
が
あ
っ
て
、
つ

い
て
い
け
る
か
本
当
に
不
安
で
し

た
。
で
も
私
が
受
け
た
授
業
は
基

本
的
に
外
国
人
向
け
の
授
業
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
教
授
も
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
日

本
人
が
私
一
人
の
ク
ラ
ス
と
い
う

こ
と
で
気
に
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
く
授
業
を
受

　

今
回
留
学
す
る
こ
と
を
決
め
て

か
ら
、
行
き
た
い
気
持
ち
も
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
不
安
の
方

が
と
て
も
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
海
外
に
一
人
で
行
く
こ

と
も
怖
か
っ
た
で
す
し
、
全
て
に

お
い
て
初
め
て
の
経
験
ば
か
り
で

戸
惑
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
光
云
大
学
に
は
日
本
人

留
学
生
が
6
人
い
た
の
で
少
し
安

心
し
た
の
で
す
が
、
ク
ラ
ス
が
違

っ
た
た
め
、
日
本
人
は
私
一
人
に

な
り
、
中
国
人
な
ど
と
話
す
と
き

は
ど
う
し
て
も
韓
国
語
を
使
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
か
え
っ

て
語
学
を
学
ぶ
に
は
い
い
環
境
だ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
韓
国
の
学
生
と
接
す

る
機
会
が
少
な
く
、
韓
国
の
学
生

が
受
け
て
い
る
日
本
語
の
授
業
に

ま
じ
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
が
、そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
い
う
ま
で

も
な
く
（
笑
）
、
大
学
院
生

向
け
の
講
義
や
デ
ン
マ
ー
ク

語
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

講
義
は
、
教
員
と
学
生
の
質

疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
る

対
話
型
の
も
の
で
、
受
講
学

生
の
勉
学
意
識
、
参
加
意
識

の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
語
講
座
は
、

長
期
滞
在
登
録
外
国
人
向
け

に
無
料
開
講
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
入
門
コ
ー
ス
を
３
カ

月
受
講
し
ま
し
た
。
１
ク
ラ

ス
20
人
前
後
の
受
講
生
が
お

り
、
彼
ら
は
世
界
中
か
ら
や

っ
て
き
た
留
学
生
や
労
働
者

で
し
た
。
馴
染
み
の
な
い
言

語
を
学
び
、
多
く
の
国
々
の

若
者
た
ち
と
交
流
し
、
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
デ
ン
マ

ー
ク
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

Ｅ
Ｕ
内
の
大
学
や
企
業
と
も

共
同
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
彼
ら
の
研
究
成
果
の
利

活
用
例
の
一
つ
に
、
日
本
の

　

昨
年
９
月
か
ら
１
年
間
の

海
外
研
修
の
た
め
、
デ
ン
マ

ー
ク
王
国
第
２
の
都
市
オ
ー

フ
ス
に
あ
る
オ
ー
フ
ス
大
学

に
滞
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の

大
学
に
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

工
学
の
一
分
野
で
あ
る
形
式

仕
様
言
語
（
情
報
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
た
め
の
仕
様
書

＝
設
計
図
を
厳
密
に
記
述
す

る
言
語
）

や
、
そ
の

言
語
に
よ

る
仕
様
の

記
述
・
検

証
支
援
ツ

ー
ル
の
研

究
・
開
発

を
精
力
的

に
行
っ
て

い
る
グ
ル

フ
ェ
リ
カ
チ
ッ
プ
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
導
入
（
し
か

も
成
功
）
事
例
が
あ
り
、
国

際
学
会
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
グ
ル
ー
プ
に
、
幸
運
に
も

客
員
研
究
員
と
し
て
参
加
で

き
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
研
究

・
開
発
を
進
め
る
と
い
う
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

微
力
な
が
ら
ツ
ー
ル
の
機
能

拡
張
に
貢
献
で
き
、
単
な
る

「
お
客
さ
ん
」
で
終
わ
ら
ず

に
済
み
ま
し
た
。
帰
国
後
も

し
ば
ら
く
は
こ
の
グ
ル
ー
プ

の
一
員
と
し
て
研
究
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

研
修
期
間
中
は
、
研
究
活

動
だ
け
で
は
な
く
、
適
度
な

光
云
大
学（
韓
国
）で
交
換
留
学

形式仕様言語の研究・開発に貢献

デンマークのオーフス大学で客員研究員デンマークのオーフス大学で客員研究員
――情報文化学部 情報システム学科・准教授 石川　洋

情
報
文
化
学
科
４
年

　
田
村 

花
菜
絵

右が田村さん

教員
海外研修便り

　

新
潟
日
報
社
と
本
学
に

よ
る
一
般
市
民
を
対
象
と

し
た
連
携
講
座
「
異
文
化

塾
」
も
早
い
も
の
で
開
講

か
ら
10
年
を
迎
え
ま
し

た
。
今
期
の
テ
ー
マ
は
ア

メ
リ
カ
で
す
。
実
は
こ
れ

は
受
講
生
や
市
民
か
ら
の

要
望
が
多
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
諸
般
の
事
情

で
開
講
で
き
な
か
っ
た
も

の
で
し
た
。

　

東
西
冷
戦
の
終
焉
後
、

唯
一
の
超
大
国
と
な
っ
た

ア
メ
リ
カ
は
民
主
主
義
の

リ
ー
ダ
ー
を
自
任
す
る
一

方
で
、
世
界
覇
権
を
誇
示

す
る
帝
国
で
も
あ
り
ま

す
。
自
由
と
平
等
の
社
会

で
も
あ
り
、
人
種
差
別
が

依
然
と
し
て
強
固
な
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
複
雑
な
顔
を
見
せ

る
国
に
つ
い
て
の
講
座
を

企
画
す
る
に
当
た
っ
て
重

視
し
た
の
は
次
の
２
点
で

す
。
ま
ず
現
在
進
行
形
の

ア
メ
リ
カ
社
会
を
対
象
と

す
る
こ
と
。
人
種
、言
語
、

信
仰
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
の
文
化
的
背

景
の
多
様
性
を
も
と
に
社

会
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
実

験
は
今
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
そ
の
多
文

化
主
義
的
な
現
状
を
理
解

す
る
。

　

２
点
目
は
、
日
本
に
と

っ
て
の
ア
メ
リ
カ
の
意
味

を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
明
治
維
新
以
降
の
日

本
は
常
に
ア
メ
リ
カ
と
の

関
係
に
よ
っ
て
自
分
た
ち

の
国
の
形
を
決
め
て
き
た

と
い
っ
て
よ
い
。
ア
メ
リ

カ
に
つ
い
て
考
え
る
と
い

う
こ
と
は
日
本
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

す
で
に
終
了
し
た
初
回

は
前
衛
芸
術
家
の
篠
原
有

司
男
、
乃
り
子
夫
妻
に
話

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
っ
て
45

年
。
世
界
を
相
手
に
活
動

を
続
け
る
夫
妻
が
見
た
ア

メ
リ
カ
は
ど
の
よ
う
な
姿

だ
っ
た
の
か
。
お
二
人
の

日
常
を
記
録
し
た
本
年
度

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
ノ
ミ
ネ
ー

ト
作
品
「
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー

＆
ボ
ク
サ
ー
」
で
語
ら
れ

る
以
上
に
、
ラ
ジ
カ
ル
に

語
ら
れ
た
同
国
の
像
は
、

初
回
の
内
容
と
し
て
は
か

な
り
衝
撃
的
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
回
目
で
は
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
民
主
主
義
の
特

徴
に
つ
い
て
述
べ
な
が

ら
、
そ
れ
が
日
本
に
与
え

た
影
響
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
３
回
目
以

降
、移
民
社
会
、銃
規
制
と

テ
ー
マ
は
続
き
ま
す
が
、

最
終
回
で
は
ア
メ
リ
カ
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
り
ア

メ
リ
カ
学
会
会
長
で
も
あ

る
古
矢
旬
氏
に
、
宗
教
と

い
う
観
点
か
ら
全
体
を
総

括
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
講
義
後
に
設
け
ら
れ

る
討
論
の
時
間
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
受
講
生

の
皆
さ
ん
に
は
独
自
の
ア

メ
リ
カ
像
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
国
際
学
部

　
国
際
文
化
学
科

　
教
授
　
越
智 

敏
夫
）

要望の多かったテーマを実現
複雑な顔を持つ帝国の現状を理解

「
多
文
化
社
会
ア
メ
リ
カ
の
現
実
」

新
潟
日
報
社
と
本
学
の
連
携
講
座

衝撃的だった前衛芸術家・篠原夫妻の話

開
講
か
ら
10
年「
異
文
化
塾
」

各
テ
ー
マ
と
講
師・開
催
日

①「前衛の道―ニューヨークの45年」５月24日 篠原　有司男・篠原　乃り子（芸術家）

②「独立革命とデモクラシー」６月28日 越智　敏夫（新潟国際情報大学教授）

③「移民社会の文化的多様性」７月19日 グレゴリー・ハドリー（新潟国際情報大学教授）

④「銃社会と合衆国憲法」８月23日 山田　啓介（新潟日報社記者）

⑤「『国民社会』の発展と宗教問題」９月20日 古矢　旬（アメリカ学会会長）

石川先生は前列左

　

昨
年
11
月
に
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
・
ラ
ボ　

こ
く
じ
ょ
う
」
は
、

４
月
か
ら
日
曜
日
も
開
館
し
、
い
っ

そ
う
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
は
個

々
に
仕
事
を
持
つ
人
た
ち
が
、
同
じ

空
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
で
、
情
報
や
ア
イ
デ
ア
を
共

有
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

学
生
は
無
料
で
施
設
が
利
用
で
き

て
、
放
課
後
や
土
・
日
曜
日
に
は
社

会
人
に
交
じ
っ
て
勉
強
し
た
り
、
友

達
と
楽
し
そ
う
に
会
話
し
た
り
し
て

い
る
大
学
生
や
高
校
生
の
姿
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
「
イ
ル
カ
ナ
イ
ト
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
も
始
め
ま
し
た
。
ノ

ン
ジ
ャ
ン
ル
で
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
交
流
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
を
自
由
に
企
画
し
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
学
び
と
、
幅
広
い
年

代
や
国
籍
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
る

新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
。
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

４月から日曜もオープン！「コワーキング・ラボ　こくじょう」

大
学・高
校
生
は
無
料

「
イ
ル
カ
ナ
イ
ト
」で

　
 

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も

ク
ァ
ン
ウ
ン
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入
試
・
広
報
委
員
　
西
山
　
茂

湧 

源
編
集
後
記
に
代
え
て

ゆ 

う

げ 

ん

　

こ
れ
か
ら
1
年
間
こ
の
コ
ラ
ム
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
。
よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い
願
い
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
コ
ラ
ム
の
名
前
「
湧
源
」
は
、
日
ご
ろ

よ
く
利
用
さ
れ
る
辞
書
類
に
は
掲
載
が
な
か
っ
た
。し
か
し
、

水
が
湧
く
源
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
こ
と
、
比
喩
的
に
「
何

か
が
湧
く
源
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

容
易
に
理
解
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、
初
期
の
こ
ろ
の
こ
の
コ

ラ
ム
の
担
当
者
が
故
事
な
ど
か
ら
借
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と

思
う
。
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
受
賞
の
数
学
者
で
あ
る
広
中
平
祐
氏

が
好
き
だ
っ
た
言
葉
だ
そ
う
で
あ
る
。
広
中
さ
ん
に
は
逆
立

ち
し
て
も
及
ば
な
い
が
、
私
の
コ
ラ
ム
が
皆
さ
ん
の
「
ア
イ

デ
ィ
ア
」
や
「
活
力
」
「
意
欲
」
を
湧
か
せ
る
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　

湧
源
の
執
筆
依
頼
を
受
け
た
と
き
、
す
ぐ
に
初
回
は
角
田

山
を
題
材
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。
な
ぜ
か
は
自
分
で
も
よ
く

分
か
ら
な
い
が
、
少
し
考
え
て
み
た
。

　

私
は
２
０
１
０
年
か
ら
本
学
で
教
員
を
務
め
て
お
り
、
通

勤
は
、
健
康
（
と
お
金
）
を 

慮 

っ
て
越
後
線
を
使
っ
て
い

る
。
必
然
的
に
、越
後
赤
塚
駅
か
ら
大
学
に
来
る
と
き
に
は
、

い
つ
も
角
田
山
を
遠
望
す
る
。
今
の
私
に
と
っ
て
角
田
山
は

と
て
も
近
し
い
存
在
で
あ
り
、
晴
れ
た
日
の
角
田
山
の
清
々

し
い
眺
め
は
、
一
日
の
活
力
の
源
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
私
は
新
潟
市
に
生
ま
れ
高
校
卒
業
ま
で
暮
ら
し

た
が
、
そ
の
時
は
私
に
と
っ
て
新
潟
市
近
辺
の
山
と
い
え
ば

弥
彦
山
で
あ
り
、
角
田
山
と
は
疎
遠
で
あ
っ
た
。

　

本
学
に
と
っ
て
こ
ん
な
に
近
く
に
あ
る
角
田
山
が
、
以
前

の
私
と
似
た
よ
う
に
疎
遠
で
あ
る
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
本

学
の
校
歌
に
佐
潟
や
弥
彦
山
は
出
て
く
る
が
、
角
田
山
は
出

て
こ
な
い
。
学
生
食
堂
の
名
前
も
弥
彦
で
あ
る
。た
だ
し
、教

員
の
親
睦
会
は「
角
田
会
」で
あ
る
が
、
そ
の
程
度
で
あ
る
。

　

四
季
折
々
、
天
候
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
る
角
田
山
は
、
本
学
の
学
生
、
教
職
員
に
い
ろ
ん
な
刺
激

を
与
え
て
く
れ
る
と
思
う
。
一
度
、
じ
っ
く
り
角
田
山
を
眺

め
て
ほ
し
い
。

　

角
田
山
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
さ
ま
ざ
ま
な「
湧
源
」と

な
る
は
ず
で
あ
り
、
だ
か
ら
大
学
に
は
角
田
山
を
も
う
少
し

大
事
に
扱
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
ず
手
始
め
に
、
現
学
生
ホ

ー
ル
２
階
の
喫
茶
室
の
名
前
を
「
角
田
（
山
）
」
に
変
え
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

お
も
ん
ば
か

す
が
す
が

平成27年度 入学者選抜試験概要 （要約一覧）

個別の学力検査等は行わず、平成27年度大学入試センター試験の成
績で判定。各学部・学科の利用教科・科目の中から2科目以上選択。
配点：各教科100点（3科目以上受験した場合は高得点の2科目を合
否判定に使用。国語は近代以降の文章のみ利用。外国語（英語）はリス
ニングを含む）。

〈教科成績重視型〉面接・小論文
推薦要件：全体の評定平均値3.8以上または、国語・地理歴史・公民・数
学・理科・外国語(英語)のうち、いずれか１教科の評定平均値が4.5以上
であること。
〈資格・検定重視型〉面接・小論文
推薦要件：本学が定めた資格・検定に合格、あるいは成績を修め、かつ
全体の評定平均値が3.5以上であること。
※対象資格・検定は、学生募集要項で確認してください。

入 試 区 分 募 集 人 員 出 願 期 間 試 験 日 試験地 試 験 実 施 教 科・科 目 合格者発表日

推
薦
入
学
試
験

一
般

入

学

試

験

指定校制

高
校
長
推
薦

Ⅰ
期

公募制
・教科成績重視型
・資格・検定重視型

公募制
スポーツ推薦

前　　期
（第2志願制）

大学入試
センター
試験利用

後　　期
（第2志願制）

外国人留学生入学試験

情報文化学部 情報システム学科
国際学部 国際文化学科

35

情報文化学部 情報システム学科

国際学部 国際文化学科

25

30

10

公募制
・教科成績重視型
・資格・検定重視型

情報文化学部 情報システム学科
国際学部 国際文化学科

若干名

情報文化学部 情報システム学科

国際学部 国際文化学科

65

35

情報文化学部 情報システム学科

国際学部 国際文化学科

10

10

情報文化学部 情報システム学科

国際学部 国際文化学科

10

10

国際学部 国際文化学科 若干名

帰国生入学試験
社会人入学試験

情報文化学部 情報システム学科 若干名

26年11月  1日㈯

～

　　  11月10㈪

27年  1月  5日㈪

～

　　    1月23日㈮

27年  1月26日㈪

～

　　    2月12日㈭

27年  2月25日㈬

～

　　    3月10日㈫

26年
11月16日㈰

26年
11月21日㈮

27年
  2月  6日㈮

27年
  2月23日㈪

27年
  3月19日㈭

新潟

27年
  3月16日㈪ 新潟

27年
  2月  2日㈪

27年1月17日㈯、
18日㈰の大学入試
センター試験を
受験していること

新潟
上越
長岡
新発田

26年11月  1日㈯

～

　　  11月10日㈪
26年
11月16日㈰ 新潟 面接・小論文　

面接・小論文・競技実績

Ⅰ期・公募制（教科成績重視型）と同様。

Ⅰ期・公募制（資格・検定重視型）と同様。

・国　語：国語総合（現代文）・現代文
・数　学：数学Ⅰ・数学A
・外国語：英語Ⅰ・英語Ⅱ

※対象種目は、学生募集要項で確認してください。

本学が指定校と定めた高校長宛てに推薦依頼を行います。

◎入試と奨学金の詳細については入試・広報課までお問い合わせください。TEL025-264-3777（直） FAX025-264-3780 E-mail nyushiweb@nuis.ac.jp

入学手続期間

26年11月21日㈮

～

　　  12月  5日㈮

Ⅱ
期

情報文化学部 情報システム学科

国際学部 国際文化学科

5

5

26年12月  1日㈪

～

　　  12月16日㈫
26年
12月21日㈰

26年
12月25日㈭新潟

26年12月25日㈭

～

27年  1月  8日㈭

27年  2月  6日㈮

～

　　    2月18日㈬

26年
11月21日㈮

26年11月21日㈮

～

　　  12月  5日㈮

27年  2月23日㈪

～

　　    3月  5日㈭

27年  3月19日㈭

～

　　    3月26日㈭

合格後に希望者に対し2月2日「奨学金試験」を実施し、
その結果、成績上位者に年間授業料の半額を給付します。

入学時の
奨学金

※詳細は本学学生募集要項でご確認ください。 ※出願期間内消印有効。

高校長推薦
入学試験合格者

一般入学試験（前期）の試験結果から、上位成績者に
年間授業料の半額を給付します。

一般入学試験（前期）
受験者

上記3教科の中から2教科または3教科を選択（3教科受験した場合は
高得点の2教科を合否判定に使用）。

前期（第2志願制）と同様。

※各学部・学科で利用教科・科目は異なりますので、学生募集要項で確認してください。

「多文化共生ってなんだろう」  ワークショップで理解深める

――「にいがたNGOネットワーク」国際教育研究会に招かれて

クロスパルにいがた

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
医
療

技
術
に
貢
献
す
る
で
し
ょ
う
。
そ

ん
な
理
論
の
開
発
や
、細
胞
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
係
の

技
術
開
発
は
、
近
山
研
究
室
の
主

要
な
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

　

近
山
研
究
室
は
生
命
シ
ス
テ
ム

の
謎
を
解
く
研
究
に
数
学
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
シ
ス
テ
ム
と
は
「
要
素
か

ら
成
る
、機
能
す
る
全
体
」
で
す
。

生
命
シ
ス
テ
ム
と
は
「
生
命
体
要

素
か
ら
成
る
、
機
能
す
る
個
体
」

で
す
。

　

人
間
と
い
う
生
命
体
は
60
兆
個

2
0
0
種
類
以
上
の
細
胞
か
ら
成

り
、
10
万
種
類
以
上
の
生
体
分
子

よ
り
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
複
雑

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
、

一
つ
の
個
体
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と

し
て
働
き
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
、
Ｒ
Ｎ

Ａ
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
、
構
成
部

品
が
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
や
「
シ

ス
テ
ム
」
と
し
て
動
作
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
だ

未
発
見
の
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
細
胞
や
組
織
内

の
多
数
の
複

雑
な
物
質
種

の
運
動
を
記

述
す
る
た
め

に
最
適
な
運

動
方
程
式
は

ま
だ
発
見
さ

れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
よ

う
な
理
論

薄
に
な
っ
た
今
日
の
世

界
に
、
私
た
ち
が
丸
裸

で
投
げ
込
ま
れ
た
時
ど

う
す
べ
き
か
判
断
で
き

る
力
や
、
自
分
と
は
相

い
れ
な
い
他
者
や
敵
か

も
し
れ
な
い
他
者
と
も

協
働
し
て
生
き
る
力
な

ど
、
そ
れ
ら
を
自
ら
内

発
的
に
考
え
行
動
す

る
、
い
わ
ば
〈
内
発
的

国
際
化
〉
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
文
脈
で
、
学
生
が
主

体
と
な
り
、
自
ら
が
立

案
し
、
実
践
す
る
中
で

共
に
学
び
合
う
、
国
際

交
流
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
活
動
が
な
ぜ
こ
れ

ま
で
高
く
評
価
さ
れ
て

き
た
の
か
、
そ
の
背
景

に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
学
の
国

際
交
流
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
学
生
諸
君
が
国

際
理
解
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
タ

イ
ト
ル
は
、
「
多
文
化

共
生
は
も
う
始
ま
っ
て

い
る
―
共
生
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
」
。
「
文
化
」

と
は
何
か
、
「
多
文
化

共
生
」
と
は
何
か
に
つ

い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文

化
圏
で
広
く
使
用
さ
れ

る
「
ヒ
ジ
ャ
ブ
」
（
ス

カ
ー
フ
）
を
題
材
に
議

論
し
ま
し
た
。
ど
の
学

生
も
落
ち
着
い
て
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や

り
遂
げ
、
会
場
の
学
び

を
深
め
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
ま
し
た
。

（
国
際
学
部

　

国
際
文
化
学
科

　

教
授　

佐
々
木 

寛
）

　

に
い
が
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
第

5
回
国
際
教
育
研
究
会

が
4
月
19
日
開
か
れ
、

基
調
講
義
と
本
学
の
国

際
交
流
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
学
生
諸
君
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

講
義
は
、
「
こ
れ
か

ら
の
国
際
理
解
教
育
」

と
題
し
、
ま
ず
は
現
代

の
日
本
を
取
り
巻
く
状

況
に
つ
い
て
の
歴
史
的

な
整
理
を
行
い
ま
し

た
。
「
文
明
」
の
論
理

を
取
り
入
れ
た
幕
末
の

「
第
1
の
開
国
」、欧
米

の
民
主
主
義
・
自
由
主

義
を
受
け
入
れ
た
太
平

洋
戦
争
敗
戦
時
の
「
第

2
の
開
国
」、そ
し
て
現

在
日
本
が
直
面
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
第
3
の
開

国
」
で
す
。

　

こ
の「
第
3
の
開
国
」

の
時
代
に
重
要
な
の

は
、
外
国
か
ら
何
か
新

し
い
も
の
を
輸
入
す
る

と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
〈
外
発
的
国
際

化
〉で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で

国
内
国
外
の
区
別
が
希

　
細
胞
顕
微
鏡
写
真
を

　
　
　
　
3
次
元
に
再
構
築

４
年
生
・
川
村 

重
次

　

「
細
胞
顕
微
鏡
画
像
か
ら
の

３
次
元
再
構
築
と
細
胞
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
数
十
枚

の
タ
バ
コ
細
胞
の
顕
微
鏡
画
像

を
３
次
元
的
に
重
ね
合
わ
せ
、

細
胞
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
適
し
た

入
力
デ
ー
タ
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
上
に
構
築
す
る
試
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
思
う
よ
う
に
研

究
が
進
ま
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
同
時
に
や
り
が
い
も

感
じ
ま
す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

　
　
　
　 

　
　
原
因
に
迫
る

４
年
生
・
髙
橋 
成
人

　

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
関

わ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
生
成

回
路
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」。

年
々
患
者
数
が
増
え
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
予
防
法
や
根
本
的
治
療

法
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

病
気
の
原
因
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ

ー
タ
が
あ
り
、
そ
の
生
成
過
程

の
数
理
モ
デ
ル
の
性
質
を
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｉ
と
い
う
米
・
独
・
英

で
開
発
さ
れ
た
生
化
学
反
応
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
て
調
べ
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

情報システム学科　近山 英輔准教授生命システムの謎を解く

〈内発的国際化〉と本学国際交流インストラクターの評価

ゼ
ミ
生
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

切磋琢磨して記録に挑戦切磋琢磨して記録に挑戦 陸上競技部主将 本間 竜一
（情報システム学科４年）

と
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
の
主
な
実
績
は
、
昨
年

度
に
北
信
越
イ
ン
カ
レ
の
男
子

１
１
０
m
ハ
ー
ド
ル
で
優
勝

（
14
秒
73
）し
て
日
本
イ
ン
カ
レ

に
出
場
し
ま
し
た
。
今
年
の
北

信
越
イ
ン
カ
レ
で
は
男
子
１
０

０
ｍ
で
4
位
（
10
秒
58
）
で
し

た
が
、
大
会
新
記
録
と
標
準
記

録
突
破
に
よ
り
、
6
月
に
行
わ

れ
た
日
本
学
生
個
人
選
手
権
に

出
場
し
、
予
選
を
勝
ち
抜
き
準

決
勝
ま
で
進
出
し
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
部
は
選
手
9

人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
2
人
の

計
11
人
で
活
動
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
目
標
（
自
己
記
録
更
新

や
標
準
記
録
突
破
な
ど
）
に

向
か
っ
て
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
日
々
精
進
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
競
技
会
は
北
信
越
学

生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

会
（
北
信
越
イ
ン
カ
レ
・
5

月
）
、
北
日
本
学
生
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
（
北
日

本
イ
ン
カ
レ
・
8
月
）
で

す
。
こ
れ
ら
の
大
会
で
優
勝

も
し
く
は
標
準
記
録
を
突
破

す
る
と
、
9
月
の
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
（
日

本
イ
ン
カ
レ
）
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

別
に
定
め
ら
れ
た
標
準
記
録

を
突
破
す
る
こ
と
で
6
月
に

行
わ
れ
る
日
本
学
生
陸
上
競

技
個
人
選
手
権
大
会
（
日
本

学
生
個
人
）
へ
出
場
す
る
こ

　

し
っ
か
り
と
し
た
目
標
意

識
を
持
っ
て
頑
張
る
学
生
へ

の
励
み
と
す
る
、
表
彰
奨
学

金
の
授
与
式
が
6
月
25
日
に

行
わ
れ
、
平
山
学
長
か
ら
18

人
に
証
書
と
奨
学
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
表
彰
学
生
は
、

学
業
優
秀
者
（
前
年
度
の
修

得
科
目
の
成
績
が
各
学
年
・

学
科
に
お
い
て
優
秀
で
あ
っ

た
者
）
が
15
人
（
情
報
文
化

学
科
6
人
、
情
報
シ
ス
テ
ム

学
科
9
人
）
で
各
30
万
円
。

ま
た
、
課
外
活
動
で
は
西
区

自
治
協
議
会
委
員
と
し
て
地

域
貢
献
を
行
っ
た
学
生
や
、

外
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
に
優
勝
、
ス
ポ
ー
ツ
の
北

信
越
大
会
で
優
勝
し
全
国
大

会
に
出
場
し
た
3
人
の
学
生

の
活
躍
を
た
た
え
、
10
万
円

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

学
業
や
課
外
活
動
を
た
た
え

　毎春恒例のスポーツ大会が5月17
日、本校みずき野キャンパスで開催
され、6種目の競技に学生と教職員
ら約450人が参加して親睦を深め心
地良い汗を流しました。
　大縄跳びは、男女比率の差で不利
益がないということで19チームが参
加、情報システム学科の内田ゼミが
優勝しました。人気のドッジボール
は、審判を巡る前年のクレームを解
決して実施しました。
　当日は曇り空と小雨でしたが、参
加した学生たちに大いに盛り上げて
もらい、本番までに感じていた不安
が、喜びと達成感に変わりました。
反省点を整理して、来年度も学生た
ちの楽しい思い出づくりに貢献した
いと思います。

日本学生陸上 個人100㍍で準決勝進出日本学生陸上 個人100㍍で準決勝進出

18
人
に
表
彰
奨
学
金

前列右が本間主将

親睦深め爽やかな汗

スポーツ大会盛り上がる
大会実行委員長 北山 友侑

（情報システム学科２年）

研究室
ズームアップ
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入
試
・
広
報
委
員
　
西
山
　
茂

湧 

源
編
集
後
記
に
代
え
て

ゆ 

う

げ 

ん

　

こ
れ
か
ら
1
年
間
こ
の
コ
ラ
ム
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
。
よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い
願
い
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
コ
ラ
ム
の
名
前
「
湧
源
」
は
、
日
ご
ろ

よ
く
利
用
さ
れ
る
辞
書
類
に
は
掲
載
が
な
か
っ
た
。し
か
し
、

水
が
湧
く
源
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
こ
と
、
比
喩
的
に
「
何

か
が
湧
く
源
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

容
易
に
理
解
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、
初
期
の
こ
ろ
の
こ
の
コ

ラ
ム
の
担
当
者
が
故
事
な
ど
か
ら
借
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と

思
う
。
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
受
賞
の
数
学
者
で
あ
る
広
中
平
祐
氏

が
好
き
だ
っ
た
言
葉
だ
そ
う
で
あ
る
。
広
中
さ
ん
に
は
逆
立

ち
し
て
も
及
ば
な
い
が
、
私
の
コ
ラ
ム
が
皆
さ
ん
の
「
ア
イ

デ
ィ
ア
」
や
「
活
力
」
「
意
欲
」
を
湧
か
せ
る
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　

湧
源
の
執
筆
依
頼
を
受
け
た
と
き
、
す
ぐ
に
初
回
は
角
田

山
を
題
材
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。
な
ぜ
か
は
自
分
で
も
よ
く

分
か
ら
な
い
が
、
少
し
考
え
て
み
た
。

　

私
は
２
０
１
０
年
か
ら
本
学
で
教
員
を
務
め
て
お
り
、
通

勤
は
、
健
康
（
と
お
金
）
を 

慮 

っ
て
越
後
線
を
使
っ
て
い

る
。
必
然
的
に
、越
後
赤
塚
駅
か
ら
大
学
に
来
る
と
き
に
は
、

い
つ
も
角
田
山
を
遠
望
す
る
。
今
の
私
に
と
っ
て
角
田
山
は

と
て
も
近
し
い
存
在
で
あ
り
、
晴
れ
た
日
の
角
田
山
の
清
々

し
い
眺
め
は
、
一
日
の
活
力
の
源
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
私
は
新
潟
市
に
生
ま
れ
高
校
卒
業
ま
で
暮
ら
し

た
が
、
そ
の
時
は
私
に
と
っ
て
新
潟
市
近
辺
の
山
と
い
え
ば

弥
彦
山
で
あ
り
、
角
田
山
と
は
疎
遠
で
あ
っ
た
。

　

本
学
に
と
っ
て
こ
ん
な
に
近
く
に
あ
る
角
田
山
が
、
以
前

の
私
と
似
た
よ
う
に
疎
遠
で
あ
る
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
本

学
の
校
歌
に
佐
潟
や
弥
彦
山
は
出
て
く
る
が
、
角
田
山
は
出

て
こ
な
い
。
学
生
食
堂
の
名
前
も
弥
彦
で
あ
る
。た
だ
し
、教

員
の
親
睦
会
は「
角
田
会
」で
あ
る
が
、
そ
の
程
度
で
あ
る
。

　

四
季
折
々
、
天
候
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
る
角
田
山
は
、
本
学
の
学
生
、
教
職
員
に
い
ろ
ん
な
刺
激

を
与
え
て
く
れ
る
と
思
う
。
一
度
、
じ
っ
く
り
角
田
山
を
眺

め
て
ほ
し
い
。

　

角
田
山
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
さ
ま
ざ
ま
な「
湧
源
」と

な
る
は
ず
で
あ
り
、
だ
か
ら
大
学
に
は
角
田
山
を
も
う
少
し

大
事
に
扱
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
ず
手
始
め
に
、
現
学
生
ホ

ー
ル
２
階
の
喫
茶
室
の
名
前
を
「
角
田
（
山
）
」
に
変
え
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

お
も
ん
ば
か

す
が
す
が

平成27年度 入学者選抜試験概要 （要約一覧）

個別の学力検査等は行わず、平成27年度大学入試センター試験の成
績で判定。各学部・学科の利用教科・科目の中から2科目以上選択。
配点：各教科100点（3科目以上受験した場合は高得点の2科目を合
否判定に使用。国語は近代以降の文章のみ利用。外国語（英語）はリス
ニングを含む）。

〈教科成績重視型〉面接・小論文
推薦要件：全体の評定平均値3.8以上または、国語・地理歴史・公民・数
学・理科・外国語(英語)のうち、いずれか１教科の評定平均値が4.5以上
であること。
〈資格・検定重視型〉面接・小論文
推薦要件：本学が定めた資格・検定に合格、あるいは成績を修め、かつ
全体の評定平均値が3.5以上であること。
※対象資格・検定は、学生募集要項で確認してください。

入 試 区 分 募 集 人 員 出 願 期 間 試 験 日 試験地 試 験 実 施 教 科・科 目 合格者発表日

推
薦
入
学
試
験

一
般

入

学

試

験

指定校制

高
校
長
推
薦

Ⅰ
期

公募制
・教科成績重視型
・資格・検定重視型

公募制
スポーツ推薦

前　　期
（第2志願制）

大学入試
センター
試験利用

後　　期
（第2志願制）

外国人留学生入学試験

情報文化学部 情報システム学科
国際学部 国際文化学科

35

情報文化学部 情報システム学科

国際学部 国際文化学科

25

30

10

公募制
・教科成績重視型
・資格・検定重視型

情報文化学部 情報システム学科
国際学部 国際文化学科

若干名

情報文化学部 情報システム学科

国際学部 国際文化学科

65

35

情報文化学部 情報システム学科

国際学部 国際文化学科

10

10

情報文化学部 情報システム学科

国際学部 国際文化学科

10

10

国際学部 国際文化学科 若干名

帰国生入学試験
社会人入学試験

情報文化学部 情報システム学科 若干名

26年11月  1日㈯

～

　　  11月10㈪

27年  1月  5日㈪

～

　　    1月23日㈮

27年  1月26日㈪

～

　　    2月12日㈭

27年  2月25日㈬

～

　　    3月10日㈫

26年
11月16日㈰

26年
11月21日㈮

27年
  2月  6日㈮

27年
  2月23日㈪

27年
  3月19日㈭

新潟

27年
  3月16日㈪ 新潟

27年
  2月  2日㈪

27年1月17日㈯、
18日㈰の大学入試
センター試験を
受験していること

新潟
上越
長岡
新発田

26年11月  1日㈯

～

　　  11月10日㈪
26年
11月16日㈰ 新潟 面接・小論文　

面接・小論文・競技実績

Ⅰ期・公募制（教科成績重視型）と同様。

Ⅰ期・公募制（資格・検定重視型）と同様。

・国　語：国語総合（現代文）・現代文
・数　学：数学Ⅰ・数学A
・外国語：英語Ⅰ・英語Ⅱ

※対象種目は、学生募集要項で確認してください。

本学が指定校と定めた高校長宛てに推薦依頼を行います。

◎入試と奨学金の詳細については入試・広報課までお問い合わせください。TEL025-264-3777（直） FAX025-264-3780 E-mail nyushiweb@nuis.ac.jp

入学手続期間

26年11月21日㈮

～
　　  12月  5日㈮

Ⅱ
期

情報文化学部 情報システム学科

国際学部 国際文化学科

5

5

26年12月  1日㈪

～

　　  12月16日㈫
26年
12月21日㈰

26年
12月25日㈭新潟

26年12月25日㈭

～

27年  1月  8日㈭

27年  2月  6日㈮

～

　　    2月18日㈬

26年
11月21日㈮

26年11月21日㈮

～

　　  12月  5日㈮

27年  2月23日㈪

～

　　    3月  5日㈭

27年  3月19日㈭

～

　　    3月26日㈭

合格後に希望者に対し2月2日「奨学金試験」を実施し、
その結果、成績上位者に年間授業料の半額を給付します。

入学時の
奨学金

※詳細は本学学生募集要項でご確認ください。 ※出願期間内消印有効。

高校長推薦
入学試験合格者

一般入学試験（前期）の試験結果から、上位成績者に
年間授業料の半額を給付します。

一般入学試験（前期）
受験者

上記3教科の中から2教科または3教科を選択（3教科受験した場合は
高得点の2教科を合否判定に使用）。

前期（第2志願制）と同様。

※各学部・学科で利用教科・科目は異なりますので、学生募集要項で確認してください。

「多文化共生ってなんだろう」  ワークショップで理解深める

――「にいがたNGOネットワーク」国際教育研究会に招かれて

クロスパルにいがた

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
医
療

技
術
に
貢
献
す
る
で
し
ょ
う
。
そ

ん
な
理
論
の
開
発
や
、細
胞
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
係
の

技
術
開
発
は
、
近
山
研
究
室
の
主

要
な
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

　

近
山
研
究
室
は
生
命
シ
ス
テ
ム

の
謎
を
解
く
研
究
に
数
学
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
シ
ス
テ
ム
と
は
「
要
素
か

ら
成
る
、機
能
す
る
全
体
」
で
す
。

生
命
シ
ス
テ
ム
と
は
「
生
命
体
要

素
か
ら
成
る
、
機
能
す
る
個
体
」

で
す
。

　

人
間
と
い
う
生
命
体
は
60
兆
個

2
0
0
種
類
以
上
の
細
胞
か
ら
成

り
、
10
万
種
類
以
上
の
生
体
分
子

よ
り
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
複
雑

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
、

一
つ
の
個
体
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と

し
て
働
き
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
、
Ｒ
Ｎ

Ａ
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
、
構
成
部

品
が
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
や
「
シ

ス
テ
ム
」
と
し
て
動
作
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
だ

未
発
見
の
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
細
胞
や
組
織
内

の
多
数
の
複

雑
な
物
質
種

の
運
動
を
記

述
す
る
た
め

に
最
適
な
運

動
方
程
式
は

ま
だ
発
見
さ

れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
よ

う
な
理
論

薄
に
な
っ
た
今
日
の
世

界
に
、
私
た
ち
が
丸
裸

で
投
げ
込
ま
れ
た
時
ど

う
す
べ
き
か
判
断
で
き

る
力
や
、
自
分
と
は
相

い
れ
な
い
他
者
や
敵
か

も
し
れ
な
い
他
者
と
も

協
働
し
て
生
き
る
力
な

ど
、
そ
れ
ら
を
自
ら
内

発
的
に
考
え
行
動
す

る
、
い
わ
ば
〈
内
発
的

国
際
化
〉
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
文
脈
で
、
学
生
が
主

体
と
な
り
、
自
ら
が
立

案
し
、
実
践
す
る
中
で

共
に
学
び
合
う
、
国
際

交
流
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
活
動
が
な
ぜ
こ
れ

ま
で
高
く
評
価
さ
れ
て

き
た
の
か
、
そ
の
背
景

に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
学
の
国

際
交
流
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
学
生
諸
君
が
国

際
理
解
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
タ

イ
ト
ル
は
、
「
多
文
化

共
生
は
も
う
始
ま
っ
て

い
る
―
共
生
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
」
。
「
文
化
」

と
は
何
か
、
「
多
文
化

共
生
」
と
は
何
か
に
つ

い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文

化
圏
で
広
く
使
用
さ
れ

る
「
ヒ
ジ
ャ
ブ
」
（
ス

カ
ー
フ
）
を
題
材
に
議

論
し
ま
し
た
。
ど
の
学

生
も
落
ち
着
い
て
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や

り
遂
げ
、
会
場
の
学
び

を
深
め
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
ま
し
た
。

（
国
際
学
部

　

国
際
文
化
学
科

　

教
授　

佐
々
木 

寛
）

　

に
い
が
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
第

5
回
国
際
教
育
研
究
会

が
4
月
19
日
開
か
れ
、

基
調
講
義
と
本
学
の
国

際
交
流
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
学
生
諸
君
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

講
義
は
、
「
こ
れ
か

ら
の
国
際
理
解
教
育
」

と
題
し
、
ま
ず
は
現
代

の
日
本
を
取
り
巻
く
状

況
に
つ
い
て
の
歴
史
的

な
整
理
を
行
い
ま
し

た
。
「
文
明
」
の
論
理

を
取
り
入
れ
た
幕
末
の

「
第
1
の
開
国
」、欧
米

の
民
主
主
義
・
自
由
主

義
を
受
け
入
れ
た
太
平

洋
戦
争
敗
戦
時
の
「
第

2
の
開
国
」、そ
し
て
現

在
日
本
が
直
面
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
第
3
の
開

国
」
で
す
。

　

こ
の「
第
3
の
開
国
」

の
時
代
に
重
要
な
の

は
、
外
国
か
ら
何
か
新

し
い
も
の
を
輸
入
す
る

と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
〈
外
発
的
国
際

化
〉で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で

国
内
国
外
の
区
別
が
希

　
細
胞
顕
微
鏡
写
真
を

　
　
　
　
3
次
元
に
再
構
築

４
年
生
・
川
村 

重
次

　

「
細
胞
顕
微
鏡
画
像
か
ら
の

３
次
元
再
構
築
と
細
胞
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
数
十
枚

の
タ
バ
コ
細
胞
の
顕
微
鏡
画
像

を
３
次
元
的
に
重
ね
合
わ
せ
、

細
胞
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
適
し
た

入
力
デ
ー
タ
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
上
に
構
築
す
る
試
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
思
う
よ
う
に
研

究
が
進
ま
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
同
時
に
や
り
が
い
も

感
じ
ま
す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

　
　
　
　 

　
　
原
因
に
迫
る

４
年
生
・
髙
橋 

成
人

　

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
関

わ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
生
成

回
路
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」。

年
々
患
者
数
が
増
え
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
予
防
法
や
根
本
的
治
療

法
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

病
気
の
原
因
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ

ー
タ
が
あ
り
、
そ
の
生
成
過
程

の
数
理
モ
デ
ル
の
性
質
を
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｉ
と
い
う
米
・
独
・
英

で
開
発
さ
れ
た
生
化
学
反
応
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
て
調
べ
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

情報システム学科　近山 英輔准教授生命システムの謎を解く

〈内発的国際化〉と本学国際交流インストラクターの評価

ゼ
ミ
生
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

切磋琢磨して記録に挑戦切磋琢磨して記録に挑戦 陸上競技部主将 本間 竜一
（情報システム学科４年）

と
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
の
主
な
実
績
は
、
昨
年

度
に
北
信
越
イ
ン
カ
レ
の
男
子

１
１
０
m
ハ
ー
ド
ル
で
優
勝

（
14
秒
73
）し
て
日
本
イ
ン
カ
レ

に
出
場
し
ま
し
た
。
今
年
の
北

信
越
イ
ン
カ
レ
で
は
男
子
１
０

０
ｍ
で
4
位
（
10
秒
58
）
で
し

た
が
、
大
会
新
記
録
と
標
準
記

録
突
破
に
よ
り
、
6
月
に
行
わ

れ
た
日
本
学
生
個
人
選
手
権
に

出
場
し
、
予
選
を
勝
ち
抜
き
準

決
勝
ま
で
進
出
し
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
部
は
選
手
9

人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
2
人
の

計
11
人
で
活
動
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
目
標
（
自
己
記
録
更
新

や
標
準
記
録
突
破
な
ど
）
に

向
か
っ
て
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
日
々
精
進
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
競
技
会
は
北
信
越
学

生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

会
（
北
信
越
イ
ン
カ
レ
・
5

月
）
、
北
日
本
学
生
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
（
北
日

本
イ
ン
カ
レ
・
8
月
）
で

す
。
こ
れ
ら
の
大
会
で
優
勝

も
し
く
は
標
準
記
録
を
突
破

す
る
と
、
9
月
の
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
（
日

本
イ
ン
カ
レ
）
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

別
に
定
め
ら
れ
た
標
準
記
録

を
突
破
す
る
こ
と
で
6
月
に

行
わ
れ
る
日
本
学
生
陸
上
競

技
個
人
選
手
権
大
会
（
日
本

学
生
個
人
）
へ
出
場
す
る
こ

　

し
っ
か
り
と
し
た
目
標
意

識
を
持
っ
て
頑
張
る
学
生
へ

の
励
み
と
す
る
、
表
彰
奨
学

金
の
授
与
式
が
6
月
25
日
に

行
わ
れ
、
平
山
学
長
か
ら
18

人
に
証
書
と
奨
学
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
表
彰
学
生
は
、

学
業
優
秀
者
（
前
年
度
の
修

得
科
目
の
成
績
が
各
学
年
・

学
科
に
お
い
て
優
秀
で
あ
っ

た
者
）
が
15
人
（
情
報
文
化

学
科
6
人
、
情
報
シ
ス
テ
ム

学
科
9
人
）
で
各
30
万
円
。

ま
た
、
課
外
活
動
で
は
西
区

自
治
協
議
会
委
員
と
し
て
地

域
貢
献
を
行
っ
た
学
生
や
、

外
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
に
優
勝
、
ス
ポ
ー
ツ
の
北

信
越
大
会
で
優
勝
し
全
国
大

会
に
出
場
し
た
3
人
の
学
生

の
活
躍
を
た
た
え
、
10
万
円

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

学
業
や
課
外
活
動
を
た
た
え

　毎春恒例のスポーツ大会が5月17
日、本校みずき野キャンパスで開催
され、6種目の競技に学生と教職員
ら約450人が参加して親睦を深め心
地良い汗を流しました。
　大縄跳びは、男女比率の差で不利
益がないということで19チームが参
加、情報システム学科の内田ゼミが
優勝しました。人気のドッジボール
は、審判を巡る前年のクレームを解
決して実施しました。
　当日は曇り空と小雨でしたが、参
加した学生たちに大いに盛り上げて
もらい、本番までに感じていた不安
が、喜びと達成感に変わりました。
反省点を整理して、来年度も学生た
ちの楽しい思い出づくりに貢献した
いと思います。

日本学生陸上 個人100㍍で準決勝進出日本学生陸上 個人100㍍で準決勝進出

18
人
に
表
彰
奨
学
金

前列右が本間主将

親睦深め爽やかな汗

スポーツ大会盛り上がる
大会実行委員長 北山 友侑

（情報システム学科２年）

研究室
ズームアップ
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「
ア
ー
ト
は
社
会
に
必
要
な
の
か
。
必
要
だ
と

す
れ
ば
、な
ぜ
、誰
が
、ど
こ
で
、ど
の
よ
う
に
？
」

こ
の
よ
う
な
大
き
な
問
い
を
前
提
に
、
私
は
東
京

大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
地
域
文
化
研
究
専

攻
（
中
南
米
小
地
域
）
博
士
課
程
に

て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
壁
画
文
化
と

そ
の
公
共
性
に
関
す
る
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
３
年
８
月
か
ら
は

１
年
間
の
予
定
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
の
チ
カ
ノ
研
究
所
で
調

査
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
研
究
の
魅
力
は
、
社
会
で
追
い
つ
め
ら
れ

た
人
々
が
、
路
上
の
壁
に
絵
を
描
く
こ
と
で
（
ま

た
は
観
る
こ
と
で
）
、
闘
争
の
手
段
を
得
て
、
社

会
と
の
接
点
と
自
己
の
尊
厳
を
取
り
戻
し
、
と
き

に
救
済
さ
れ
て
い
く
と
い
う
、
周
縁
か
ら
の
創
造

力
を
読
み
解
い
て
い
く
点
で
す
。
日
本
で
は
日
常

に
路
上
の
壁
画
を
観
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
日
々
壁
画
を
多
く
目
に
す
る
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
も
、
路
上
の
壁
画
に
意
味
を
見
い
だ
す

人
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
壁
画
の
価
値
を
巡
っ
て

情報文化学科　2005年度卒業　新津　厚子

は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

議
論
か
ら
は
多
様
な
公
共
性
の
論
理
、
習
慣
と
規

則
、
創
造
力
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
ら
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
私
の
研
究

で
す
。

　

私
は
昔
か
ら
周
縁
性
と
周
縁
か
ら
生
ま
れ
る
も

の
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ

う
な
視
点
を
温
か
く
育
て
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

新
潟
国
際
情
報
大
学
と
い
う
学
び
の
空
間
で
す
。

大
学
で
は
学
部
の
４
年
間
に
加
え
、
３
年
間
、
国

際
交
流
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
推
進
員
と
し
て
働

き
ま
し
た
。
先
日
も
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
一
時
帰

国
を
し
た
際
に
、
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
で
研
究
中

間
報
告
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は
恩
師
と
現
役
学
生
の
皆
さ
ま
か

ら
真
剣
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
考
え
抜
く
根
性
を
つ
け
る
」

「
よ
い
テ
キ
ス
ト
と
ち
ゃ
ん
と
向
き

合
う
」
今
回
は
こ
の
二
つ
が

特
に
私
の
財
産
と
な
り
ま
し

た
。

　

思
え
ば
修
士
課
程
か
ら
、

私
の
大
学
院
生
活
は
挫
折
、

失
敗
、
反
省
の
繰
り
返
し
で

す
が
、
こ
の
先
も
迷
っ
た
と

き
は
国
情
で
受
け
た
言
葉
と

育
て
た
初
心
に
戻
り
、
後
退

を
含
め
て
一
歩
一
歩
、
確
実

に
博
士
論
文
完
成
に
む
け
て

進
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ビ
バ
国
情
！

東
大
大
学
院
で
博
士
論
文
に
挑
戦

東
大
大
学
院
で
博
士
論
文
に
挑
戦

ロサンゼルスの壁画文化と
　　その公共性に関する研究
ロサンゼルスの壁画文化と
　　その公共性に関する研究

卒
業
生
の
便
り

　6月2日に新潟中央キャンパスへ
入居させていただきました。事業
内容は、スマートフォンアプリケ
ーション制作、Webサイト・コン
テンツ制作、運営、受託を主に行
っています。状況の変化に応じて
その時に必要なモノを提供してい
ければと考えていますので、何か

不便に感じる事やモノがあり
ましたら、ささいな事でも構
いませんので聞かせていただ
けると幸いです。
　私は今、実際に事業を起こ
し、ゼロから築く難しさを肌
で感じています。毎日、山積
みの試練でこの状況を打破す
るためにチーム一丸となって日々試行
錯誤を行っています。私自身の成長＝
プラスクリエイティブの成長です。そ
のために同業者とのつながりはもちろ

ん、それと同等に異業種とのつながり
も大切にし、携わる全ての方に信頼さ
れ慕われる人間を目指すとともに、今
まで以上に周りの人を大切にし、人格
向上に努めてまいります。
　将来的に学生さんをインターンシッ
プで受け入れることも視野に入れ、新
潟を支える基盤になれるよう精進して
まいります。母校である新潟国際情報
大学、そして新潟に恩返しができれば
と考えていますので、よろしくご指導
ご鞭撻のほどお願いいたします。
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ゼロから築く難しさ
山積みの試練を実感
ゼロから築く難しさ
山積みの試練を実感

母校と新潟に恩返しを母校と新潟に恩返しを

５カ国へ63人がチャレンジ５カ国へ63人がチャレンジ
海外留学の累計1000人に迫る海外留学の累計1000人に迫る

開講10年を迎えた連携講座「異文化塾」開講10年を迎えた連携講座「異文化塾」

6面国際交流インストラクターが大活躍国際交流インストラクターが大活躍

2・3面

5面「コワーキング・ラボ こくじょう」日曜もオープン「コワーキング・ラボ こくじょう」日曜もオープン

2・3面
派遣留学・
　夏期セミナー壮行会
　　本気で語学を磨く
　　　　意気込み披露

6面
新企画「ズームアップ研究室」

7面
18人に表彰奨学金を贈る
スポーツ大会盛り上がる
陸上100㍍ 全国大会で準決勝
平成27年度入試日程概要一覧

8面
オープンキャンパス案内
卒業生の便り
「起業支援プロジェクト」第1号
　　ＩＴ関連事業スタート

4・5面
交換留学で光云大学（韓国）に
デンマークから教員海外研修便り
教員の活動

湧源・編集後記に代えて
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